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平
成
１７
年
３
月
３１
日
、
七
戸
町
・

天
間
林
村
が
合
併
し
、
新「
七
戸
町
」

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。�

　
合
併
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平

坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
関
係
各
位
の
ご
努
力
と
地
域
住

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
新
し
い
町
長
が
決
定
す
る
ま
で
の

間
、
私
が
町
長
職
務
執
行
者
と
し
て

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
旧
二
町
村
か
ら
新
七
戸
町
へ
の

移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
遅
滞

無
く
業
務
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
の

重
要
な
時
期
と
認
識
し
、
責
任
の
重

さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
両
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
み

良
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
急
激
な
少
子
高
齢

化
や
地
方
分
権
の
進
行
、
ま
た
、
長

引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
少

や
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、

行
財
政
の
一
層
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
新
幹
線
や
地
域
高
規
格
道

路
な
ど
高
速
交
通
体
系
の
整
備
に
よ

る
将
来
の
可
能
性
を
見
据
え
、
効
果

的
な
地
域
振
興
計
画
を
展
開
す
る
に

は
単
独
の
町
村
で
は
財
政
的
に
厳
し

い
状
況
で
す
。�

　
こ
の
た
め
、
住
民
生
活
や
行
政
に

お
い
て
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
七
戸

町
と
天
間
林
村
が
合
併
す
る
こ
と
に

よ
り
行
政
単
位
を
ひ
と
つ
に
し
、
効

率
的
か
つ
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
豊
か
な
自

然
の
も
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
多
彩

な
産
業
や
歴
史
、
文
化
を
礎
に
地
域

の
特
性
と
個
性
を
生
か
し
た
「
潤
い

と
彩
り
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
都
市
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
「
合
併

し
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
ま
た
、
両
町
村
の
長
い
歴
史
で
形

成
さ
れ
た
特
徴
あ
る
も
の
を
融
和
し
、

住
民
の
皆
様
の
強
い
絆
に
よ
っ
て
一

層
魅
力
あ
る
地
域
に
な
る
こ
と
を
念

願
し
て
お
り
ま
す
。�

　
結
び
に
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に

努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
先
人
に
対

し
て
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
町
民
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

新「七戸町」「七戸町」誕生を迎え誕生を迎え�新「七戸町」誕生を迎え�
～  潤いと彩りあふれる田園文化都市を目指して  ～�

七戸町長職務執行者�

小　又　　　勉�
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七
戸
町
、
天
間
林
村
２
町
村
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
、
平
成
１７
年
３
月
３１

日
、
『
七
戸
町
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。�

　
新
た
な
出
発
を
祝
い
、
小
又
七
戸

町
長
職
務
執
行
者
、
松
本
旧
七
戸
町

議
会
議
長
、
福
村
旧
天
間
林
村
議
会

議
長
が
出
席
し
、
七
戸
町
役
場
（
旧

天
間
林
村
役
場
）
と
七
戸
庁
舎
（
旧

七
戸
町
役
場
）
で
開
庁
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

　
午
前
８
時
か
ら
行
わ
れ
た
七
戸
町

役
場
で
の
開
庁
式
で
は
、
は
じ
め
に

除
幕
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
挨
拶
に
た
っ
た
小
又
七
戸
町

長
職
務
執
行
者
は
、
「
今
日
こ
こ
に

新
し
い
町
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な

町
づ
く
り
を
目
指
し
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

�

�

七戸町・天間林村�
が合併　　　　�

七
戸
町
誕
生
　
新
時
代
の
幕
開
け�
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閉
町
記
念
式
典
が
３
月
１３
日
、
柏
葉

館
で
開
か
れ
、
町
民
約
３００
人
が
１０３
年
の

町
の
歴
史
に
別
れ
を
告
げ
、
３１
日
に
発

足
す
る
新
七
戸
町
誕
生
に
胸
を
躍
ら
せ

ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
福
士
町
長
が
「
偉
大
な

先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
町
を
閉
め
る

こ
と
は
感
無
量
の
極
み
。
合
併
後
は
町

民
が
一
致
団
結
し
て
活
力
に
満
ち
た
町

づ
く
り
を
行
い
、
後
生
に
高
く
評
価
さ

れ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。�

　
町
旗
降
納
で
は
、
福
士
町
長
、
田
中

副
議
長
が
町
旗
を
次
世
代
の
代
表
と
し

て
出
席
し
た
七
戸
中
学
校
３
年
浜
中
昌

平
君
、
七
戸
小
学
校
６
年
二
宮
睦
さ
ん
、

城
南
小
学
校
６
年
小
又
直
君
に
手
渡
し

ま
し
た
。
浜
中
君
は
、
「
次
世
代
の
代

表
と
し
て
築
か
れ
た
伝
統
を
守
り
、
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
り

ま
し
た
。�

七戸町閉町記念式典七戸町閉町記念式典�七戸町閉町記念式典�

幕を下ろすとき、�
それは始まりの時・・・。�

新時代を築く若者を代表し、力強く決意を語る七戸中学校の浜中昌平君�

式辞を述べる福士町長�

「七戸町閉町」、「町村合併」を祝っての鏡開き�

新町の発展を祝って、田中副議長による万
歳三唱�
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天
間
林
村
閉
村
記
念
式
典
が
３
月
６
日

　
天
間
林
村
閉
村
記
念
式
典
が
３
月
６
日
、�

村
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

村
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、�

出
席
者
が

出
席
者
が
１１１１６
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も

年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も

に
新
七
戸
町
と
し
て
の
新
た
な
船
出
に
胸
を

に
新
七
戸
町
と
し
て
の
新
た
な
船
出
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
ま
し
た

膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
参
加
し
た
村
民
約

　
式
典
で
は
、
参
加
し
た
村
民
約
６０６００
人
が
物

人
が
物

故
者
に
対
す
る
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
小
又

故
者
に
対
す
る
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
小
又

村
長
が
「
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
不
屈
の
精

村
長
が
「
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
不
屈
の
精

神
を
大
事
に
し
、
故
郷
の
繁
栄
、
発
展
の
た

神
を
大
事
に
し
、
故
郷
の
繁
栄
、
発
展
の
た

め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
。
奈
良

め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
。
奈
良

松
枝
さ
ん
ら
村
民
７
人
が
登
壇
し
、
年
配
者

松
枝
さ
ん
ら
村
民
７
人
が
登
壇
し
、
年
配
者

が
戦
時
の
苦
し
か
っ
た
頃
の
村
の
様
子
や
今

が
戦
時
の
苦
し
か
っ
た
頃
の
村
の
様
子
や
今

日
ま
で
の
発
展
の
歩
み
を
紹
介
す
る
一
方

日
ま
で
の
発
展
の
歩
み
を
紹
介
す
る
一
方
、�

中
学
生
が
希
望
に
満
ち
た
地
域
の
将
来
を
語

中
学
生
が
希
望
に
満
ち
た
地
域
の
将
来
を
語

り
ま
し
た
。
続
い
て
村
長
と
福
村
鐵
男
村
議

り
ま
し
た
。
続
い
て
村
長
と
福
村
鐵
男
村
議

会
議
長
が
村
旗
を
降
納
し
、
次
世
代
を
担
う

会
議
長
が
村
旗
を
降
納
し
、
次
世
代
を
担
う

若
者
を
代
表
し
て
西
小
学
校
５
年
の
簗
田
健

若
者
を
代
表
し
て
西
小
学
校
５
年
の
簗
田
健

史
君
と
東
小
学
校
６
年
の
中
村
裕
姫
さ
ん
に

史
君
と
東
小
学
校
６
年
の
中
村
裕
姫
さ
ん
に

村
旗
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た

村
旗
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
村
長
が
閉
村
を
宣
言
し
、
参
加
者

　
最
後
に
村
長
が
閉
村
を
宣
言
し
、
参
加
者

全
員
で
村
民
歌
の
合
唱
と
万
歳
三
唱
を
行
い

全
員
で
村
民
歌
の
合
唱
と
万
歳
三
唱
を
行
い

村
と
の
別
れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
新
た
な
旅

村
と
の
別
れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
新
た
な
旅

立
ち
を
祝
い
ま
し
た

立
ち
を
祝
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
会
場
で
は

　
こ
の
後
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
会
場
で
は

お
に
ぎ
り
や
豚
汁
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ

お
に
ぎ
り
や
豚
汁
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
舞
踊
や
村
み
よ
こ
太
鼓

か
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
舞
踊
や
村
み
よ
こ
太
鼓

研
究
会
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
、
て
ん
ま
夢

研
究
会
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
、
て
ん
ま
夢

創
会
に
よ
る
元
気
な
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が

創
会
に
よ
る
元
気
な
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�
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の
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、
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開
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が
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わ
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、
会
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で
は

お
に
ぎ
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や
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ど
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で
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会
に
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よ
さ
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繰
り
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ら
れ
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天
間
林
村
閉
村
式

天
間
林
村
閉
村
式�

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ
誓
い
を
新
た
に

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ
誓
い
を
新
た
に�
天
間
林
村
閉
村
式

天
間
林
村
閉
村
式�

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ
誓
い
を
新
た
に

豊
か
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ま
ち
づ
く
り
へ
誓
い
を
新
た
に�
天
間
林
村
閉
村
式�

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ
誓
い
を
新
た
に�

会場では、参加者に料理や酒が振る舞われた
ほか、輪投げや射的コーナー、アトラクション
など多彩な催しが行われた�

116年の村の歩みを振り返るとともに、将来の夢を語る村民�

村長と子どもたちによって割られたくす玉から「ありがとう
　さようなら　てんまばやしむら」の大きな文字が現れると、
会場から拍手が贈られた。天間林村はこれからも私たちの心
の中で生き続ける�
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天間林村出身の中部上北消防署員�
家屋点検と除雪奉仕に汗�

天間林村出身の中部上北消防署員�
家屋点検と除雪奉仕に汗�

�

�

�

　村出身の中部上北消防署員20人が２月26日、65

歳以上のひとり暮らし宅、33世帯を回り、家屋点検、

除雪などの奉仕活動に汗を流しました。�

　同活動は地域の安全を目指して７年前から続け

られています。�

　この日、署員が６班編制で各家を訪れ、火災予

防を兼ねて異常が無いか家屋を点検した後、屋根

の雪下ろしや裏口の除雪作業を実施。お年寄りは「毎

年来てもらってありがたいです。特に今年は雪が深�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

く、大変助かります」と感謝の言葉を贈っていま

した。�

�

�

�

　２月27日、　田ツキさん（榎林３）が100歳を

迎えられ、村から長寿祝金50万円が贈られました。

祝金の贈呈は、長寿を祝福し、社会に貢献した労

をねぎらうことを目的に、平成11年度から行われ

ています。�

　　田さんは、体で特に悪いところがなく、何で

もよく食べ、家のまわりを散歩するのが大好きと

元気いっぱい。自宅で開かれた贈呈式で、　田さ

んは村長から「いつまでもお元気で暮らして下さい」

と祝金を手渡されると「ありがとうございます」

と笑顔で話していました。�

天間林村出身の中部上北消防署員�
家屋点検と除雪奉仕に汗�

100100歳おめでとうございます歳おめでとうございます�
いつまでもお元気で　長寿祝金贈呈いつまでもお元気で　長寿祝金贈呈�
100歳おめでとうございます�
いつまでもお元気で　長寿祝金贈呈�
100歳おめでとうございます�
いつまでもお元気で　長寿祝金贈呈�

�

�

�

　「たかせがわ恵みの会」が２月26日、「はくちょ

うとあそぼう！」を開催し、天間林村内の保育園

児が坪川の天間舘橋付近に集まった白鳥とふれあ

いました。�

　同会は川の自然を守ろうと７年前に発足し、こ

のイベントは今年で６回目となります。�

　この日参加した園児約200人が、同所で37年間、

毎日白鳥の世話を続け「白鳥おじさん」と親しま

れている天間茂元さんから「餌をたくさんあげて白�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

鳥をかわいがってください」と呼び掛けられた後

「いっぱい食べて」とパンくずを夢中になって投

げていました。�

坪川の白鳥と幼児がふれあう坪川の白鳥と幼児がふれあう�坪川の白鳥と幼児がふれあう�坪川の白鳥と幼児がふれあう�
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�

�

�

　町体育協会（田島政義会長）は３月３日、盛田

旅館において、平成16年度町体育協会スポーツ奨

励賞授賞式を行い、個人10人、８団体を表彰しま

した。�

　会場には、受賞者やそれを祝う加盟団体員約70

名が参加し、挨拶に立った田島会長は「受賞の方々

の努力の成果と思います。今後も精進し、よい成

績を残せるよう頑張って頂きたい。」と祝辞を述べ、

最後に受賞者を代表し、七戸ソフトテニスクラブ

の田中文秋さんが「今後とも努力して上の成績を

残せるようがんばりたい。」と謝辞を述べました。�

　受賞されたのは次の方々です。（敬称略）�

瀬川伸次、藤田恵美子、塚尾健樹、熊谷周一郎、�

新山勝男、田中文秋、盛田浩昭、山谷守、小笠原政�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

彦、中村孝司、七戸町剣友会、七戸ソフトテニス

クラブ、七戸バドミントン協会、七戸町野球協会

競技部、七戸町野球協会OB（50歳）、七戸町野

球協会OB（40歳）、七戸町バレーボール協会、

七戸サッカークラブ40

�

�

�

　陸上では世界最長となる東北新幹線八甲田トン

ネル（26.455㎞）が去る２月27日、青森市と旧天
間林村の境界付近に位置するトンネル中央部（大坪�

・折紙両工区の中間）で関係者約600人が出席し

て貫通式が行われました。�

　八甲田トンネルは八戸・新青森間の工事の中で最

大の難関工事といわれてきましたが、平成10年8

月の工事着手から6年半で6つの工区がつながり、

平成22年度の開業に向けて大きな弾みとなりました。�

�

�

�

　合併を間近に控えて女性同士で交流をしましょ

うと、七戸町と天間林村の女性団体が3月11日、

ふれあいセンターで「女性の集い２」を開催しました。�

　女性フォーラム七戸（浦田るみ子委員長）が、

昨年に続き開催したもので、約30名が参加し郷土

料理を味わいながら親睦を深めました。�

　浦田委員長は、「あと２週間余りで合併するが、

新町を女性同士で盛り上げましょう」と挨拶。来

賓として参加した小又天間林村長が、これからの

町づくりに、皆さんの力を期待している」と挨拶

しました。�

　郷土料理を味わった後、「見ます。食べます。買っ

ちゃいます。」と題して、町の見所、食べ所や買い�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

所を出し合うワークショップを行い、新町の観光

マップ作成時の参考にと様々な意見が出されまし

た。�

女 性 の 集 い ２ 開 催女 性 の 集 い ２ 開 催 �女 性 の 集 い ２ 開 催 �女 性 の 集 い ２ 開 催 �

スポーツ奨励賞授賞式行われるスポーツ奨励賞授賞式行われる�スポーツ奨励賞授賞式行われる�スポーツ奨励賞授賞式行われる�

東北新幹線八戸東北新幹線八戸・新青森間新青森間�
八甲田トンネル貫通八甲田トンネル貫通�

東北新幹線八戸・新青森間�
八甲田トンネル貫通�

東北新幹線八戸・新青森間�
八甲田トンネル貫通�
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第
一
回
七
戸
町
議
会
定
例
会
に

先
立
ち
、
福
士
町
長
が
一
般
報
告

を
行
い
ま
し
た
。�

�

福
士
町
長
　
最
初
に
七
戸
小
学
校

の
改
築
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、�

基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
十
二

月
中
に
完
了
し
、
今
後
の
工
事
施

行
の
た
め
の
準
備
を
整
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。�

　
本
年
十
二
月
十
五
日
の
工
期
に

向
か
っ
て
、
全
体
的
に
は
順
調
に

工
事
が
進
捗
し
て
い
る
こ
と
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。�

　
次
に
、
旧
野
々
上
小
・
中
学
校

の
利
活
用
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
学
校
統
合
後
、
校
舎
等
の
解

体
を
前
提
に
考
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
当
町
出
身
の
人
形
作
家
で
あ

る
奈
里
多
究
星
氏
を
支
援
す
る
エ

ヌ
ピ
ー
オ
ー
法
人
か
ら
、
校
舎
の

一
部
を
是
非
と
も
借
用
し
た
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
町
と
し
て
有
償

で
あ
り
ま
す
が
、
校
舎
の
一
部
を

貸
し
出
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。�

����������

　
次
に
、
先
般
城
南
小
学
校
学
区

内
で
起
き
ま
し
た
児
童
に
対
す
る

声
か
け
事
件
へ
の
対
応
に
つ
い
て

で
す
が
、
去
る
、
二
月
二
十
一
日

四
時
過
ぎ
、
城
南
小
学
校
の
児
童

が
児
童
館
か
ら
の
帰
り
道
、
不
審

な
男
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
と
い

う
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。�

　
町
で
は
青
少
年
育
成
七
戸
町
民

会
議
を
開
催
し
、
町
民
へ
自
宅
周

辺
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願
い

す
る
た
め
、
チ
ラ
シ
を
毎
戸
配
布

し
ま
し
た
。�

　
我
が
七
戸
町
は
ご
承
知
の
よ
う

に
天
間
林
村
と
の
合
併
が
実
施
さ

れ
、
本
年
三
月
三
十
一
日
に
新
生

七
戸
町
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
は
新
生

七
戸
町
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な

年
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
要

望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
少

子
高
齢
化
社
会
の
新
し
い
時
代
の

街
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
の
地
域

の
魅
力
あ
る
文
化
を
継
承
し
、
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
農
林
畜
産

や
商
工
業
な
ど
、
地
域
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
に
も
、
行
財
政
基

盤
を
確
立
し
合
併
し
て
よ
か
っ
た

と
、
町
民
皆
様
が
、
心
か
ら
思
え

る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
中
で
も
、
新
町
に
と
っ
て
緊
急

の
課
題
で
あ
り
ま
す
東
北
新
幹
線

に
つ
い
て
は
、
八
戸
・
新
青
森
駅

間
の
開
業
が
二
ヶ
年
前
倒
し
と
言

う
こ
と
で
、
駅
周
辺
の
整
備
に
係

る
実
施
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、�

新
し
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
農
作
物
に
お
い
て
は
豊
作
と
な

り
ま
し
た
が
、
特
に
大
豊
作
で
あ

り
ま
し
た
水
稲
に
つ
き
ま
し
て
は
、

価
格
の
下
落
に
よ
り
農
家
に
と
っ

て
は
、
喜
べ
な
い
出
来
秋
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
農
業
も
、�

需
要
と
供
給
と
言
う
競
争
の
時
代

に
突
入
し
て
お
り
、
今
後
の
農
業

振
興
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
特
色
の
あ
る
農
産
物
の
生

産
を
基
本
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長

引
く
不
況
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。
中
央
商
店
街
の
活
性
化
を
図

る
た
め「
核
店
舗
跡
地
再
生
事
業
」

を
計
画
し
、
旧
田
清
跡
地
の
活
用

や
、
市
街
地
に
集
中
す
る「
蔵
」を

生
か
し
た
新
た
な
街
づ
く
り
を
目

指
し
、
賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
商

店
街
の
形
成
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
次
に
福
祉
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行

す
る
中
で
、
介
護
保
険
事
業
も
順

調
に
推
移
し
て
お
り
、
両
町
村
の

社
会
福
祉
協
議
会
も
合
併
が
成
立

し
て
、
新
年
度
か
ら
新
生
七
戸
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
更
に
充

実
を
図
り
、
多
様
化
す
る
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
き
施
策
を

展
開
し
、
高
齢
者
の
方
々
が
そ
の

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。�

　
次
に
、
学
校
教
育
で
あ
り
ま
す

が
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
、�

複
雑
多
様
化
す
る
社
会
に
し
っ
か

り
と
対
応
で
き
る
社
会
性
の
あ
る

人
材
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

町
の
歴
史
や
文
化
を
証
明
す
る
数

多
く
の
遺
産
を
守
り
、
そ
こ
か
ら

学
び
今
後
の
発
展
に
資
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
も
、
昨
年
策
定
し

た
「
史
跡
七
戸
城
跡
整
備
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
保
存
・
整
備
・

活
用
に
向
け
て
努
力
し
、
来
る
べ

き
新
幹
線
時
代
の
観
光
の
目
玉
と

し
て
整
備
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。�

����

�����

議
案
第
一
号
「
平
成
十
六
年
度
青

森
県
上
北
郡
七
戸
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
専
決
第
三
号
）
」
の
専

決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
。�

�

　
追
加
補
正
す
る
額
は
千
六
百
五

十
二
万
千
円
で
、
予
算
総
額
五
十

二
億
二
千
五
十
八
万
九
千
円
。�

　
補
正
内
容
は
十
六
年
発
生
農
地

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
千

二
百
七
十
八
万
七
千
円
、
十
六
年

発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事

業
費
三
百
七
十
三
万
四
千
円
を
計

上
。�

�

議
案
第
十
号
「
平
成
十
六
年
度
青

森
県
上
北
郡
七
戸
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
五
号
）
」�

�

　
追
加
補
正
す
る
額
は
七
千
三
十

二
万
五
千
円
で
予
算
総
額
五
十
二

億
九
千
九
十
一
万
四
千
円
。�

　
補
正
の
主
な
る
も
の
は
、
各
費

目
の
事
業
費
の
精
算
に
伴
う
増
減

補
正
。�

　
歳
出
で
は
総
務
費
の
企
画
費
に

地
域
生
活
交
通
路
線
維
持
費
補
助

金
千
二
百
八
十
四
万
八
千
円
、
賦

課
徴
収
費
に
町
税
納
期
前
納
付
報�

　
平
成
十
七
年
第
一
回
七
戸
町
議
会
定
例
会
が
、
三
月
三

日
に
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
二
十
六

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。�

第
一
回
七
戸
町
議
会
定
例
会�

予
算
関
係

予
算
関
係�

予
算
関
係

予
算
関
係�
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奨
金
四
百
六
十
六
万
四
千
円
、
土

木
費
の
道
路
維
持
費
に
除
雪
作
業

業
務
等
委
託
料
千
五
百
万
円
を
計

上
。�

　
歳
入
で
は
不
動
産
売
払
収
入
に

町
有
地
売
払
収
入
六
千
五
百
六
万

二
千
円
、
立
木
売
払
収
入
千
三
十

一
万
千
円
を
計
上
。�

�

議
案
第
十
一
号
「
平
成
十
六
年
度

七
戸
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
」�

�

　
追
加
補
正
す
る
額
は
三
十
二
万

七
千
円
で
、
予
算
総
額
十
一
億
九

千
六
百
十
一
万
二
千
円
。�

　
補
正
の
内
容
は
事
業
費
の
精
算

に
伴
う
も
の
。�

�

議
案
第
十
二
号
「
平
成
十
六
年
度

七
戸
町
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
」�

�

　
追
加
補
正
す
る
額
は
四
十
四
万

七
千
円
で
、
予
算
総
額
十
億
八
千

八
百
三
万
三
千
円
。�

　
補
正
内
容
は
事
業
費
の
精
算
に

伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

�

議
案
第
十
三
号
「
平
成
十
六
年
度

七
戸
町
七
戸
霊
園
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
二
号
）」�

�

　
減
額
補
正
す
る
額
は
四
十
六
万

円
で
、
予
算
総
額
二
百
五
十
九
万

七
千
円
。�

　
補
正
内
容
は
事
業
費
の
精
算
に

伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

�

議
案
第
十
四
号
「
平
成
十
六
年
度

七
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
」�

�

　
減
額
補
正
す
る
額
は
二
百
八
十

四
万
円
で
、
予
算
総
額
一
億
五
千

五
百
二
十
七
万
七
千
円
。�

　
補
正
内
容
は
事
業
費
の
精
算
に

伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

�
議
案
第
十
五
号
「
平
成
十
六
年
度

七
戸
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
」�

�

　
追
加
補
正
す
る
額
は
四
千
百
二

十
五
万
四
千
円
で
、
予
算
総
額
九

億
四
千
二
百
四
十
三
万
千
円
。�

　
補
正
内
容
は
事
業
費
の
精
算
に

伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

�������

議
案
第
二
号
「
町
営
土
地
改
良
事

業
（
災
害
復
旧
事
業
）
の
施
行
に

つ
い
て
」
の
専
決
処
分
事
項
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

�

　
平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
か

ら
三
十
日
に
か
け
て
の
台
風
二
十

一
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
に
よ
り
被

災
し
た
農
地
及
び
農
業
用
施
設
の

災
害
復
旧
工
事
を
早
急
に
施
行
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
専
決
処
分

を
し
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
議
会

の
承
認
を
求
め
る
た
め
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
三
号
か
ら
議
案
第
九
号
ま

で
は
「
市
町
村
合
併
に
伴
う
、
組

合
を
組
織
す
る
公
共
団
体
数
の
増

減
及
び
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
」
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
議
会
の
承
認
を
求
め
る
た
め
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
三
号
「
青
森
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
青
森

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
四
号
「
青
森
県
市
町
村
税

滞
納
整
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
増
減
及
び
青
森
県

市
町
村
税
滞
納
整
理
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
五
号
「
青
森
県
消
防
補
償

等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
数
の
増
減
及
び
青
森
県
消
防
補

償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

議
案
第
六
号
「
青
森
県
自
治
会
館

管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
数
の
増
減
及
び
青
森
県
自
治

会
館
管
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」�

�

議
案
第
七
号
「
青
森
県
市
町
村
等

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

の
増
減
及
び
青
森
県
市
町
村
等
非

常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
八
号
「
十
和
田
地
区
食
肉

処
理
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
十
和
田

地
区
食
肉
処
理
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
九
号
「
小
川
原
湖
広
域
水

道
企
業
団
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
数
の
増
減
及
び
小
川
原
湖
広

域
水
道
企
業
団
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」�

�

　
い
ず
れ
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て

も
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
専
決
処

分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。�

�

議
案
第
十
六
号
「
自
動
車
事
故
に

係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」�

�
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
が
町
道
北

口
・
牧
場
線
、
貝
ノ
口
地
内
を
走

行
中
、
前
方
を
走
行
し
て
い
た
軽

ト
ラ
ッ
ク
と
接
触
。
相
手
方
車
両

の
原
形
復
旧
に
要
す
る
費
用
の
半

額
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
し
ま
し

た
。�

�

議
案
第
十
七
号
「
七
戸
町
及
び
天

間
林
村
の
廃
置
分
合
に
伴
う
議
会

の
議
員
の
定
数
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て
」�

�

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
上
北
郡
七
戸
町
及
び
同
郡
天
間

林
村
を
廃
止
し
、そ
の
区
域
を
も
っ

て
「
七
戸
町
」
を
設
置
す
る
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
十
八
号
「
七
戸
町
・
天
間

林
村
合
併
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い

て
」�

�

　
七
戸
町
・
天
間
林
村
合
併
協
議

会
を
平
成
十
七
年
三
月
三
十
日
限

り
、
廃
止
す
る
た
め
提
案
さ
れ
、�

可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
十
九
号
「
上
十
三
地
域
広

域
市
町
村
圏
協
議
会
か
ら
の
脱
退

に
つ
い
て
」�

�

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に

新
設
合
併
す
る
こ
と
に
伴
い
、
上�

そ

の

他

そ

の

他

�

そ

の

他

そ

の

他

�
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十
三
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
す
る
た
め
提
案
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
二
十
号
「
中
部
上
北
広
域

事
業
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
数
の
増
加
及
び
中
部
上
北
広

域
事
業
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
」�

�

　
構
成
市
町
村
で
あ
る
七
戸
町
と

天
間
林
村
が
平
成
十
七
年
三
月
三

十
一
日
を
も
っ
て
七
戸
町
を
、
上

北
町
と
東
北
町
が
同
日
を
も
っ
て

東
北
町
を
設
置
す
る
こ
と
、
又
、�

採
石
場
施
設
の
設
置
、
管
理
及
び

運
営
に
関
す
る
事
務
を
廃
止
す
る

た
め
、
中
部
上
北
広
域
事
業
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
関
係
町
村

と
協
議
す
る
必
要
が
生
じ
、
市
町

村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

第
九
条
の
二
第
一
項
、
地
方
自
治

法
第
二
百
八
十
六
条
第
一
項
及
び

同
法
第
二
百
九
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
議
会
の
議
決
を
要
す
る
た

め
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
二
十
一
号
「
青
森
県
自
治

会
館
管
理
組
合
の
財
産
処
分
に
つ

い
て
」�

�

　
市
町
村
の
廃
置
分
合
に
よ
り
、�

青
森
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
脱

退
す
る
町
村
に
対
し
て
、
財
産
処

分
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
二

百
八
十
九
条
及
び
第
二
百
九
十
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
要
す
る
た
め
提
案
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
二
十
二
号
「
青
森
県
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
二
十
三
号
「
青
森
県
市
町

村
等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
数
の
増
加
及
び
青
森
県
市
町
村

等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
二
十
四
号
「
青
森
県
消
防

補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
増
加
及
び
青
森
県
消

防
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」�
�

議
案
第
二
十
五
号
「
青
森
県
市
町

村
税
滞
納
整
理
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
青

森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
二
十
六
号
「
青
森
県
自
治

会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
青
森
県

自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
」�

　
い
ず
れ
も
、
構
成
団
体
で
あ
る

藤
崎
町
と
常
盤
村
が
平
成
十
七
年

三
月
二
十
八
日
を
も
っ
て
藤
崎
町

を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
組

合
に
新
た
に
藤
崎
町
を
加
入
さ
せ

る
た
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と

協
議
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、�

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

法
律
及
び
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、

議
会
の
議
決
を
要
す
る
た
め
提
案

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�������

　
質
問
・
答
弁
の
内
容
は
紙
面
の

都
合
に
よ
り
要
約
し
て
い
ま
す
。�

����������

一
　
町
村
合
併
と
七
戸
町
に
つ
い

　
て�

��

　
１
、
福
士
町
政
十
五
年
を
ど
の

　
　
よ
う
に
位
置
づ
け
、
評
価
さ

　
　
れ
て
い
る
か�

　
２
、
町
政
で
残
さ
れ
た
問
題
は

　
　
何
か�

　
３
、
町
村
合
併
後
の
新
生
七
戸

　
　
町
を
ど
の
方
向
に
進
め
る
予

　
　
定
な
の
か�

　
４
、
合
併
に
伴
う
、
町
の
行
事

　
　
計
画
に
つ
い
て�

�

福
士
町
長
　
一
点
目
の
、
七
戸
町

百
二
年
の
中
で
福
士
町
政
十
五
年

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
評
価

さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
思
え
ば
我
が
七
戸
町
は
、

県
南
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
繁
栄
し
て

き
た
偉
大
な
町
で
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
歴
代

町
長
は
、
人
格
識
見
と
も
に
優
れ
、

山
積
す
る
課
題
を
克
服
し
、
福
祉

の
向
上
に
努
め
ら
れ
地
域
の
皆
さ

ん
方
の
尊
敬
を
一
心
に
集
め
て
、�

行
政
を
推
進
し
て
参
っ
た
方
々
で

あ
り
ま
す
。�

　
就
任
以
来
自
分
な
り
に
全
力
を

尽
く
し
て
頑
張
っ
て
き
た
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
が
、
力
不
足
は
否
め

ず
、
歴
代
町
長
に
比
べ
誠
に
申
し

訳
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
百
二
年
と
い
う
長
い
年

月
の
中
で
、
十
五
年
間
の
私
の
町

政
運
営
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
し
か

な
く
、
ま
た
そ
の
成
果
に
つ
い
て

は
、
私
自
身
か
ら
申
し
上
げ
る
も

の
で
は
な
く
、
後
世
の
人
が
適
切

に
評
価
し
て
行
く
も
の
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。�

　
百
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
東

北
新
幹
線
の
完
成
が
あ
と
五
年
後

と
迫
る
な
ど
、
我
が
町
に
と
っ
て

世
紀
の
悲
願
を
達
成
す
る
道
筋
を

つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
事
と
、
そ

れ
に
、
時
代
の
急
速
な
変
化
に
よ

り
、
町
村
合
併
と
い
う
至
上
の
重

要
課
題
に
対
し
、
紆
余
曲
折
は
あ

り
ま
し
た
が
天
間
林
村
と
の
合
併

が
決
定
し
て
い
る
事
な
ど
か
と
思

い
ま
す
。�

　
こ
の
合
併
も
新
幹
線
も
、
今
後

の
七
戸
町
に
と
っ
て
極
め
て
重
大

な
意
義
の
あ
る
課
題
を
達
成
し
た

と
の
自
負
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
れ
も
一
重
に
故
小
原
県
議
会

議
員
や
中
野
元
町
長
、
濱
中
前
町

長
を
始
め
議
員
の
皆
様
や
町
民
の

皆
さ
ん
の
大
変
な
ご
尽
力
と
ご
支

援
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。�

　
次
に
、
二
点
目
の
町
政
で
残
さ

れ
た
問
題
は
何
か
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
私
が
町
長
に
就
任
時

の
公
約
、
ま
た
、
在
任
中
の
計
画

案
等
に
つ
い
て
考
え
て
見
ま
す
と
、

か
な
り
の
面
で
達
成
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

時
代
の
変
化
と
流
れ
の
中
で
そ
れ

に
抗
し
き
れ
ず
に
大
変
残
念
に
思�

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
力
不�

川村三十三 議員�

一
般
質
問

一
般
質
問�

一
般
質
問

一
般
質
問�
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足
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
農
業

の
振
興
に
つ
い
て
思
い
を
達
成
す

る
事
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。�

　
ま
た
、
商
工
業
の
衰
退
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
残
念
と
し
か

言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
し
か
し
、
農
業
も
商
工
業
も
当

町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
振
興
に
つ
い
て
は
出
来

る
限
り
の
努
力
を
傾
注
し
て
行
く

べ
き
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
そ
れ
に
、
生
涯
学
習
施
設
を
是

非
建
設
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
先

送
り
さ
れ
て
い
る
事
に
つ
い
て
も
、

残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。�

　
次
に
三
点
目
の
「
町
村
合
併
後

の
新
生
七
戸
町
を
ど
の
方
向
に
進

め
る
予
定
な
の
か
」
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、町
村
合
併
は
、新

町
の
町
民
の
融
和
を
図
る
こ
と
を

第
一
義
に
、ま
ず
、公
正
で
安
定
し

た
行
政
の
推
進
を
図
り
、
町
民
の

信
頼
を
得
る
こ
と
が
最
大
の
課
題

で
あ
り
、
そ
う
な
る
こ
と
を
優
先

に
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
は
、「
新
町
建
設
計
画
」

に
掲
げ
て
あ
り
ま
す
「
潤
い
と
彩

り
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
都
市
を
め

ざ
し
て
」
を
基
本
理
念
に
、
当
面

の
緊
急
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、�

「
農
業
振
興
に
よ
る
農
家
所
得
の

向
上
」
「
旧
商
店
街
の
活
性
化
な

ど
商
工
業
の
振
興
」
「
東
北
新
幹

線
七
戸
（
仮
称
）
駅
開
業
に
む
け

た
効
果
的
な
施
策
の
展
開
」
な
ど

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
最
後
に
、
合
併
に
伴
う
、
町
の

行
事
計
画
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
合
併
に
伴

う
記
念
行
事
と
し
て
は
、
長
い
歴

史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
七
戸
町
が
、

合
併
に
よ
り
、
今
日
ま
で
の
枠
組

み
を
解
消
し
、
新
生
七
戸
町
と
新

た
な
出
発
を
す
る
た
め
に
「
閉
町

記
念
式
典
」
を
町
民
の
代
表
の
ご

参
集
を
頂
き
三
月
十
三
日
に
柏
葉

館
で
開
催
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。�

　
ま
た
三
月
三
十
日
に
は
現
七
戸

町
役
場
庁
舎
を
閉
じ
る
式
典
を
行

う
外
、
議
会
及
び
町
民
代
表
に
よ

る
「
つ
つ
じ
の
記
念
植
樹
」
や
、�

過
去
の
七
戸
町
の
町
並
み
や
建
築

物
・
風
俗
な
ど
を
収
録
し
た
「
閉

町
記
念
写
真
集
」
の
作
成
も
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

���������

�

一
　
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の
防

　
犯
に
つ
い
て�

��

　
１
、
不
審
者
侵
入
の
防
犯
体
制

　
　
に
つ
い
て�

　
２
、
児
童
生
徒
の
安
全
管
理
に

　
　
つ
い
て�

　
３
、
今
後
の
教
育
計
画
に
つ
い

　
　
て�

�

新
谷
教
育
長
　
「
不
審
者
侵
入
の

防
犯
体
制
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま

す
が
、
町
内
各
学
校
で
は
、
安
全

管
理
に
つ
い
て
適
切
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
学
校

へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
に
よ
り
教
職

員
や
児
童
生
徒
の
安
全
対
応
能
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、
七
戸
警
察

署
の
協
力
に
よ
る
防
犯
教
室
を
開

催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
「
さ
す
ま
た
」
は
昨
年
町
防
犯

協
会
の
ご
協
力
に
よ
り
各
小
中
学

校
等
に
三
本
ず
つ
設
置
し
て
お
り
、

各
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
さ
す
ま

た
」
の
使
用
方
法
な
ど
の
講
習
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各

学
校
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
登
校

後
、
校
舎
玄
関
に
施
錠
し
、
訪
問

者
を
確
認
し
て
か
ら
玄
関
の
鍵
を

開
け
る
こ
と
を
励
行
し
て
お
り
ま

す
。�

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
児
童
生

徒
及
び
教
職
員
の
安
全
確
保
に
万

全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。�

　
次
に
、
「
児
童
生
徒
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、�

先
般
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
よ
う
に
、
城
南
小
学
校

付
近
で
不
審
者
が
で
た
こ
と
は
、�

私
ど
も
町
教
育
関
係
者
に
と
っ
て

大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
で
あ

り
ま
す
。�

　
こ
の
事
件
を
受
け
ま
し
て
、
翌

日
に
緊
急
の
校
長
会
を
開
催
し
、�

さ
ら
に
連
合
町
内
会
長
さ
ん
や
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
、
県
防
犯
指

導
員
な
ど
の
出
席
を
い
た
だ
き
、�

二
月
二
十
四
日
に
「
青
少
年
育
成

七
戸
町
民
会
議
」
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
会
議
の
結

論
は
、
第
一
に
「
自
分
た
ち
で
で

き
る
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
犯
意

識
を
高
め
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

『
自
宅
の
周
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
』
を

子
ど
も
の
下
校
時
間
で
あ
る
午
後

三
時
か
ら
四
時
三
十
分
の
間
に
励

行
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
第
二

に
地
域
で
不
審
車
両
と
思
わ
れ
る

車
を
見
た
ら
、
警
察
署
や
学
校
に

す
ぐ
に
連
絡
を
頂
き
た
い
こ
と
。�

第
三
に
各
種
団
体
や
各
家
庭
で
も

青
少
年
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
結
論
を
各
ご
家
庭
に
チ
ラ

シ
で
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
り
、�

町
の
広
報
三
月
号
と
一
緒
に
毎
戸

に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、�

七
戸
小
学
校
、
城
南
小
学
校
、
七

戸
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
独

自
に
学
区
内
の
巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル

を
始
め
て
お
り
ま
す
。�

　
尚
、
こ
れ
ま
で
も
各
学
校
に
は

文
部
科
学
省
が
作
成
し
た
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
参
考
に
し
て
、

子
ど
も
の
安
全
を
守
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
指
導
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
併
せ
て
教
育
委
員
会

で
は
、
具
体
的
な
対
策
と
し
て
平

成
十
五
年
度
に
町
内
の
児
童
生
徒

に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
約
七
十
カ

所
を
対
象
に
「
子
ど
も
一
一
〇
番

の
家
」
を
お
願
い
し
、
登
下
校
時

の
子
ど
も
の
安
全
を
図
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
下
校
時

は
、
最
終
的
に
一
人
に
な
る
ケ
ー

ス
が
ど
う
し
て
も
生
じ
て
参
り
ま

す
。�

　
子
ど
も
が
何
の
心
配
も
な
く
登

下
校
で
き
る
よ
う
、
「
子
ど
も
の

安
全
」
を
第
一
に
町
民
一
人
ひ
と

り
が
身
近
で
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

は
じ
め
て
、
ひ
い
て
は
地
域
全
体

で
ね
ば
り
強
く
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
三
番
目
の
「
今
後
の
教
育
計
画

に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
よ
う
な
事
件
の
発
生
に
よ
り
、

私
が
一
番
恐
れ
る
こ
と
は
、
子
ど�

盛田惠津子 議員�
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も
た
ち
へ
の
「
教
育
的
な
影
響
」

で
あ
り
ま
す
。
盛
田
議
員
ご
指
摘

の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
大
人
へ

の
不
信
感
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ

と
を
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。
み
ん

な
仲
良
く
挨
拶
を
、
あ
る
い
は
困�

っ
て
い
る
人
に
は
親
切
に
と
教
育

し
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
て
も

子
ど
も
た
ち
が
大
人
を
不
審
な
目

で
見
る
こ
と
な
い
よ
う
に
、
学
校

等
に
お
い
て
は
、
毅
然
と
し
て
正

し
い
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
を
指

導
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り

ま
す
。
幼
児
教
育
の
段
階
で
は
遊

び
を
通
し
て
他
者
と
の
関
わ
り
を

持
ち
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
学

校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
自

己
の
確
立
を
目
指
し
た
教
育
を
行�

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教

育
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
は
様
々
な
体
験
活
動
を
通

し
て
人
間
関
係
の
確
立
や
社
会
人

に
は
日
々
充
実
し
て
人
生
を
送
る

こ
と
と
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
役

割
を
重
点
と
し
た
諸
活
動
を
行
う

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に

応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
通
し
て
、

「
人
格
形
成
」
を
、
更
に
「
人
間

と
し
て
理
性
あ
る
心
」
を
育
て
る

た
め
、
計
画
的
、
系
統
的
に
実
践

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
へ
の

適
切
な
対
応
、
子
ど
も
の
悩
ん
で

い
る
サ
イ
ン
を
早
期
に
キ
ャ
ッ
チ

し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

も
「
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
」

を
も
っ
た
人
格
形
成
の
上
で
も
大

事
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
学
校

生
活
支
援
員
を
配
置
し
、
個
別
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。�

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後

と
も
関
係
機
関
と
十
分
に
連
携
を

と
り
、
「
子
ど
も
た
ち
が
人
間
と

し
て
の
あ
り
方
を
自
覚
し
、
夢
と

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
人
生
を
過

ご
す
た
め
の
基
盤
づ
く
り
」
を
基

本
的
な
方
針
と
し
て
今
後
と
も
努

力
し
て
参
り
ま
す
。�

��������������������

���������������

議
案
第
十
三
号
「
平
成
十
六
年
度

天
間
林
村
一
般
会
計
補
正
予
算
・

第
八
号
」�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
二
百
七
十
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
五
十
二
億
四
千
七
百
四
十

五
万
円
。�

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費

の
財
政
調
整
基
金
積
立
金
に
八
千

万
円
、
除
雪
費
に
一
千
五
百
万
円

の
追
加
と
、
各
課
の
予
算
精
査
の

結
果
生
じ
た
予
算
残
額
の
減
額
。�

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
村
税
に

一
千
百
四
十
六
万
一
千
円
、
地
方

譲
与
税
に
一
千
七
十
二
万
九
千
円
、

地
方
交
付
税
に
四
百
七
十
一
万
六

千
円
を
追
加
。�

�

議
案
第
十
四
号
「
平
成
十
六
年
度�

����������

天
間
林
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
・
第
四
号
」�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
二
千
七
百

十
一
万
六
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
九
億
三
千
四

百
六
十
二
万
五
千
円
。�

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
八
千
七
百
四
十
四
万
八
千
円
、

老
人
保
健
拠
出
金
一
千
六
百
二
十

八
万
円
、
予
備
費
一
千
万
円
の
減

額
。�

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
一
億
二
千
二
百
十
一
万
一
千

円
の
減
額
。�

�

議
案
第
十
五
号
「
平
成
十
六
年
度

天
間
林
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
・
第
四
号
」�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
七
百
六
十

九
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
九
億
八
千
四
百
二
十

七
万
六
千
円
。�

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
医
療
諸

費
一
千
七
百
六
十
五
万
円
の
減
額
。�

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基

金
交
付
金
一
千
六
百
五
十
七
万
八

千
円
の
減
額
。�

�

議
案
第
十
六
号
「
平
成
十
六
年
度

天
間
林
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
・
第
四
号
」�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
九
百
三
十

万
四
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
七
億
百
五
十
五
万

六
千
円
。�

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
二
千
八
百
五
十
七
万
円
の
減

額
。�

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基

金
交
付
金
二
千
百
四
十
五
万
五
千

円
の
減
額
。�

�

議
案
第
十
七
号
「
平
成
十
六
年
度

天
間
林
村
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
・
第
五
号
」�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
二
十
九
万

五
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
三
億
四
千
八
百
七
十

八
万
六
千
円
。�

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
公
共
下

水
道
管
理
費
百
八
十
三
万
円
の
減

額
。�

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
繰
入
金
二
百
五
十
三
万
三
千
円

の
減
額
。�

　
平
成
十
七
年
第
一
回
天
間
林
村
議
会
定
例
会
が
、
三
月
三

日
に
招
集
さ
れ
、
議
案
十
七
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認

し
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。�

第
一
回
天
間
林
村
議
会
定
例
会�

予
算
関
係

予
算
関
係�

予
算
関
係

予
算
関
係�
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議
案
第
十
八
号
「
平
成
十
六
年
度

天
間
林
村
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
四
号
」�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
百
五
十
五
万

九
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
三
億
四
千
九
百
三
十

八
万
四
千
円
。�

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
工
事
請

負
費
二
百
九
十
八
万
二
千
円
、
補

償
費
三
百
万
円
、
公
債
費
五
十
万

円
の
減
額
。�

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
繰
入
金
七
百
二
十
九
万
七
千
円

の
減
額
。�

�

議
案
第
十
九
号
「
平
成
十
六
年
度

天
間
林
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
・
第
四
号
」�

　
資
本
的
収
入
の
補
正
額
を
、
企

業
債
一
千
五
百
七
十
万
円
を
減
額

し
、
収
入
総
額
を
五
億
九
千
二
百

二
十
四
万
七
千
円
。�

　
資
本
的
支
出
の
補
正
額
は
、
工

事
請
負
費
が
主
な
も
の
三
千
七
百

六
十
一
万
八
千
円
を
減
額
し
、
支

出
総
額
を
六
億
二
千
八
十
万
九
千

円
。�

�������

議
案
第
十
号
「
天
間
林
村
宿
泊
交

流
施
設
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」�

　
天
間
林
村
宿
泊
交
流
施
設
の
供

用
開
始
に
向
け
て
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
設
置
条
例
を
制

定
す
る
た
め
提
案
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。�

�������

議
案
第
八
号
「
七
戸
町
及
び
天
間

林
村
の
廃
置
分
合
に
伴
う
議
会
の

議
員
の
定
数
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
」�

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
上
北
郡
七
戸
町
及
び
同
郡
天
間

林
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ

て
「
七
戸
町
」
を
設
置
す
る
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
九
号「
七
戸
町
・
天
間
林
村

合
併
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て
」�

　
七
戸
町
・
天
間
林
村
合
併
協
議

会
を
平
成
十
七
年
三
月
三
十
日
を

も
っ
て
、
廃
止
す
る
た
め
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
十
一
号
「
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」�

　
四
ケ
村
地
区
農
業
集
落
排
水
資

源
循
環
統
合
補
助
事
業
中
継
ポ
ン

プ
設
置
工
事
に
お
い
て
、
排
水
の

放
流
先
で
あ
る
処
理
施
設
へ
の
流

入
高
の
変
更
に
伴
い
、
ポ
ン
プ
及

び
操
作
盤
の
変
更
が
生
じ
た
た
め
、

契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
提

案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
十
二
号
「
天
間
林
村
堆
肥

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
委
託
協
定
変

更
に
つ
い
て
」�

　
天
間
林
村
堆
肥
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
に
伴
い
、
入
札
し
た
と
こ
ろ
、

入
札
減
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
協

定
額
を
変
更
す
る
た
め
提
案
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

議
案
第
二
十
号
「
青
森
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
青

森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
二
十
一
号
「
青
森
県
市
町

村
等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
数
の
増
加
及
び
青
森
県
市
町
村

等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
二
十
二
号
「
青
森
県
消
防

補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
増
加
及
び
青
森
県
消

防
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」�

�

議
案
第
二
十
三
号
「
青
森
県
市
町

村
税
滞
納
整
理
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
青

森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
」�

�

議
案
第
二
十
四
号
「
青
森
県
自
治

会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
青
森
県

自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
」�

�

　
い
ず
れ
も
、
構
成
団
体
で
あ
る

藤
崎
町
と
常
盤
村
が
平
成
十
七
年

三
月
二
十
八
日
を
も
っ
て
藤
崎
町

を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
組

合
に
新
た
に
藤
崎
町
を
加
入
さ
せ

る
た
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と

協
議
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、�

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

法
律
及
び
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、

議
会
の
議
決
を
要
す
る
た
め
提
案

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�������
　
質
問
・
答
弁
の
内
容
は
紙
面
の

都
合
に
よ
り
要
約
し
て
い
ま
す
。�

�����������

一
　
新
町
に
向
け
て
の
心
積
も
り
、

　
心
構
え
に
つ
い
て�

��

小
又
村
長
　
天
間
林
村
と
し
て
の

利
益
は
、
こ
の
合
併
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
。�

　
そ
の
信
念
の
も
と
に
進
め
て
き

ま
し
た
。�

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
合
併
し
な
け
れ

ば
、
今
後
の
財
政
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
、
農
業
に
対
す
る
振

興
策
、建
設
事
業
、そ
の
他
も
ろ
も

ろ
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
合
併
に
よ
る
優
遇
措
置
、
財
政

上
の
支
援
を
活
用
し
て
、
将
来
の

大
計
を
図
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
責
任
の
あ
る
こ
と
は
言
え
な
い

立
場
で
す
が
、
今
の
時
点
で
方
向

性
は
し
っ
か
り
つ
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

条
例
関
係

条
例
関
係�

条
例
関
係

条
例
関
係�

そ

の

他

そ

の

他

�
そ

の

他

そ

の

他

�

鳥谷部康隆 議員�

一
般
質
問

一
般
質
問�

一
般
質
問

一
般
質
問�
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�

二
　
大
型
商
業
店
舗
誘
致
と
地
域

　
活
性
化
に
つ
い
て�

��

　
・
大
型
商
業
施
設
誘
致
に
つ
い

　
　
て
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る

　
　
か
。�

　
・
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
と
、�

　
　
今
後
の
誘
致
の
可
能
性
は
。�

　
・
誘
致
が
実
現
し
た
場
合
の
地

　
　
域
経
済
に
与
え
る
経
済
的
波

　
　
及
効
果
、
地
域
開
発
効
果
、�

　
　
地
域
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

　
　
数
値
、
事
例
を
挙
げ
て
、
具

　
　
体
的
に�

�

小
又
村
長
　
イ
オ
ン
の
東
北
開
発

部
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
当

初
の
計
画
よ
り
遅
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。�

　
理
由
と
し
て
、
七
戸
町
に
薬
の

専
門
店
、
食
品
ス
ー
パ
ー
が
進
出

す
る
動
き
が
あ
り
、
ジ
ャ
ス
コ
七

戸
店
の
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
伴
い

天
間
林
店
の
状
況
も
再
精
査
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。�

　
そ
の
他
、
決
算
期
等
な
ど
も
あ

る
そ
う
で
す
が
、
開
発
部
と
し
て

立
地
し
た
い
場
所
で
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
り
な
く
、
か
な
り
意
欲
を

も
っ
て
天
間
林
進
出
を
目
指
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。�

　
経
済
効
果
、
地
域
開
発
効
果
等

は
固
定
資
産
税
、
個
人
住
民
税
、

法
人
住
民
税
を
合
わ
せ
る
と
約
八

千
万
円
の
税
収
に
な
り
ま
す
。�

　
ジ
ャ
ス
コ
下
田
店
の
参
考
例
で

は
、
住
宅
の
建
設
が
急
激
に
進
み
、

人
口
も
十
年
で
一
万
人
か
ら
一
万

五
千
人
と
な
り
、
保
育
所
も
常
に

満
杯
の
状
態
で
入
所
希
望
は
か
な

り
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。�

　
ま
た
、
周
辺
整
備
、
道
路
の
整

備
、
ア
ク
セ
ス
の
整
備
等
で
町
と

し
て
約
十
億
円
投
資
し
た
が
、
税

収
等
で
十
年
か
か
ら
な
い
で
回
収

で
き
、
そ
の
他
の
波
及
効
果
は
絶

大
で
地
域
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
ジ
ャ
ス
コ
に
よ
る
町
お
こ

し
効
果
は
非
常
に
大
き
い
と
い
う

こ
と
で
す
。�

　
も
ち
ろ
ん
下
田
町
と
は
条
件
は

異
な
る
が
イ
オ
ン
出
店
は
、
新
町

と
し
て
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

で
あ
る
の
で
、
意
欲
的
に
誘
致
を

進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

�����������

一
　
農
業
振
興
に
つ
い
て�

�

　
・
今
後
の
支
援
体
制
に
つ
い
て�

　
・
既
存
の
公
の
施
設
（
農
業
）

　
　
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
今

　
　
後
の
選
定
方
法
を
ど
の
よ
う

　
　
に
す
る
か
。�

�

小
又
村
長
　
支
援
の
内
容
は
予
算

額
ベ
ー
ス
で
平
成
十
六
年
度
に
比

べ
て
大
体
同
じ
程
度
で
計
画
し
て

い
ま
す
。�

　
具
体
的
な
新
町
の
予
算
の
決
定

は
、
新
町
長
と
新
議
会
で
す
の
で
、

議
員
の
皆
さ
ん
も
状
況
を
理
解
し

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

　
指
定
管
理
者
制
度
で
の
管
理
者

の
選
定
は
、
庁
内
に
選
定
委
員
会

を
つ
く
り
、
そ
の
中
の
要
綱
に
沿
っ

て
選
定
し
ま
す
。�

　
そ
の
施
設
の
管
理
者
に
誰
が
相

応
し
い
か
と
い
う
考
え
方
で
決
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
例
え
ば
農
協
に
貸
与
し
て
い
る

施
設
で
誰
が
相
応
し
い
か
と
い
え

ば
当
然
農
協
で
あ
り
、
指
定
管
理

者
は
農
協
に
決
定
す
る
事
に
な
り

ま
す
。�

　
今
後
、
全
く
こ
れ
に
関
連
の
な

い
民
間
業
者
が
参
入
し
、
指
定
管

理
者
に
な
る
と
い
う
心
配
は
な
い

と
認
識
し
て
頂
き
た
い
。�

��

二
　
国
際
交
流
事
業
推
進
に
つ
い

　
て�

�

　
・
今
後
の
国
際
交
流
の
見
通
し

　
　
は�

�

舩
山
教
育
長
　
韓
国
河
東
中
学
校

と
の
相
互
交
流
は
中
止
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
、
河
東

中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
国
際
交

流
事
業
の
希
望
者
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
交
流

は
難
し
い
と
い
う
旨
の
公
式
回
答

が
あ
っ
た
こ
と
。�

　
二
つ
目
に
、
相
互
交
流
経
費
が

非
常
に
大
き
い
、
ト
ー
タ
ル
で
六

百
四
十
七
万
三
千
円
の
持
ち
出
し

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。�

　
三
つ
目
に
、
本
村
の
中
学
生
も

希
望
が
少
な
く
な
っ
て
い
て
、
む

し
ろ
英
語
圏
へ
の
派
遣
を
希
望
し

て
い
る
こ
と
。�

　
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
相
互
交
流

は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
情
に

あ
り
ま
す
。�

　
交
際
交
流
員
の
再
申
請
を
希
望

す
る
か
否
か
と
言
う
問
題
で
す
が
、

こ
れ
も
、
実
際
の
職
務
内
容
が
不

明
確
に
な
り
ま
す
し
、
派
遣
申
請

要
綱
に
該
当
し
な
く
な
る
の
で
、�

出
来
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

小
又
村
長
　
友
好
親
善
協
定
を
結

ん
で
い
る
河
東
郡
議
会
、
ま
た
河

東
郡
に
つ
い
て
も
、
就
任
以
来
、�

そ
の
交
流
に
つ
い
て
は
誠
意
を
も�

っ
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。�

　
二
年
程
前
の
河
東
郡
周
辺
を
お

そ
っ
た
大
水
害
時
に
は
私
が
訪
問

し
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。�

　
ま
た
、
昨
年
は
、
議
員
の
皆
様

と
と
も
に
、
訪
問
し
七
戸
町
と
の

合
併
の
見
通
し
が
あ
る
事
を
説
明

し
て
き
ま
し
た
。�

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
度
閉

村
式
に
も
公
式
に
案
内
を
致
し
ま

し
た
。�

　
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
出
欠

の
回
答
も
な
く
、
こ
の
状
況
で
は

今
後
の
交
流
は
厳
し
い
も
の
と
思

い
ま
す
。�

����������������

　
次
回
か
ら
議
会
便
り
は
、

「
議
会
広
報
」
と
し
て
発
行

致
し
ま
す
。�

田嶋　輝雄 議員�
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���������������������������

選
挙
権
の
あ
る
方�

�

　
昭
和
６０
年
４
月
２５
日
以
前
に
出

生
し
た
方
で
、
平
成
１７
年
１
月
１８

日
以
前
に
七
戸
町
（
旧
七
戸
町
区

域
ま
た
は
旧
天
間
林
村
区
域
）
に

転
入
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
七

戸
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
す
。�

���������������������������

期

日

前

投

票

�
�

　
投
票
日
当
日
に
職
務
も
し
く
は

業
務
等
に
従
事
す
る
方
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
方
、
投
票

区
内
に
い
な
い
方
が
投
票
日
前
日

ま
で
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
で
き
る

制
度
で
す
。�

◎
期
日
　
４
月
２０
日
〜
４
月
２３
日�

◎
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら�

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で�

◎
場
所
　
町
選
挙
管
理
委
員
会�

　
　
　
　
（
旧
七
戸
町
役
場
及
び

　
　
　
　
旧
天
間
林
村
役
場
内
）�

��

他
市
町
村
で
の�

�

不

在

者

投

票

�
�

　
仕
事
な
ど
で
他
市
町
村
に
滞
在

し
て
い
る
方
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
投
票
用
紙
の
交
付
を
受

け
て
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
し
ま
す
。
な
お
、
投
票
用

紙
の
請
求
は
告
示
日
前
で
も
で
き

ま
す
。�

◎
期
日
　
４
月
２０
日
〜
４
月
２３
日�

◎
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

　
　
　
　
後
５
時
ま
で
（
執
務
時

　
　
　
　
間
内
）�

��
指
定
病
院
等
で
の�

�

不

在

者

投

票

�
�

　
指
定
病
院
等
（
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
）
に
入
院
、
入
所
し
て
い
る

方
が
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
当
該

施
設
で
投
票
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

病
院
長
（
施
設
長
）
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。�

�

郵

便

に

よ

る

�
�

不

在

者

投

票

�
�

　
投
票
の
で
き
る
方
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
、�

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
（
要
介

護
５
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
す
が
、
障
害
の
種
類
や
程
度
に

制
限
が
あ
る
ほ
か
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
が
発
行
す
る
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
、
投

票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
４
月
２０

日
で
す
。
ま
た
、
自
ら
投
票
用
紙

に
記
載
で
き
な
い
方
の
た
め
に
代

理
投
票
制
も
創
設
さ
れ
て
お
り
ま

す
。�

　
告
示
前
で
も
請
求
で
き
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

��

投

票

の

方

法

�
�

　
投
票
用
紙
に
印
刷
さ
れ
て
あ
る

候
補
者
の
氏
名
の
上
の
欄
に
○
印

（
ス
タ
ン
プ
）
を
押
し
て
投
票
し

ま
す
。
（
期
日
前
投
票
及
び
不
在

者
投
票
は
、
自
書
式
で
す
。
）�

��

投
票
所
入
場
券�

�
　
は
が
き
式
の
入
場
券
を
郵
送
し

ま
す
の
で
ご
持
参
し
て
下
さ
い
。�

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合

で
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
投
票
所
で

そ
の
旨
を
申
し
出
て
下
さ
い
。�

（
注
）
旧
七
戸
町
の
投
票
所
で
旧

　
　
　
上
川
目
福
祉
交
流
セ
ン
タ

　
　
　
ー
が
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
旧
西
野
小
中
）
に
変
更

　
　
　
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

��

立
候
補
の
受
付�

�

　
立
候
補
の
受
付
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

◆
日
時
　
４
月
１９
日
（
火
）�

　
　
　
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら�

　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で�

◆
場
所
　
役
場
本
庁
舎
２
階�

　
　
　
　
　
第
１
・
２
会
議
室�

��

立

候

補

�
�

予
定
者
の
方
へ�

�

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

◆
日
時
　
４
月
１２
日
（
火
）�

　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
よ
り�

◆
場
所
　
役
場
本
庁
舎
２
階�

　
　
　
　
　
第
１
・
２
会
議
室�

�

問
合
せ
先
　
町
選
挙
管
理
委
員
会�

☎ 

◯６８ 

２
９
５
２�

　
３
月
３１
日
新
七
戸
町
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
七
戸
町
長

選
挙
が
４
月
２４
日
に
行
わ
れ
ま
す
。�

　
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
町
民
の
意
見
や
希
望
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
人
を
選
ぶ
機
会
で
す
。
１
票
を
大
切
に
棄
権
す
る
こ
と

な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。�

�

◎
当
日
の
投
票
場
所�

　
旧
七
戸
町
区
域
及
び
旧
天
間
林
村
区
域
の

　
各
投
票
所�

◎
当
日
の
投
票
時
間�

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で�

４
月
２４
日
（日）
は�

�
七
戸
町
長
選
挙
の�

　
　
投
票
日
で
す�

問合せ先　☎ ◯68 2952
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項 目 �

３ヶ月児健診�

乳 児 相 談 �
（６ヶ月児）�

乳 児 相 談 �
（12ヶ月児）�

１才６ヶ月児�
健 診 �

２ 才 児 健 診 �

３ 才 児 健 診 �

地 区 �

七戸・�
天間林�

七 戸 �

天間林�

七 戸 �

天間林�

七 戸 �

天間林�

七 戸 �

天間林�

七 戸 �

天間林�

対 象 児 �

3ヶ月20日～�
4ヶ月20日未満�

6ヶ月児～7ヶ月児�

11ヶ月児～12ヶ月児�

1才5ヶ月児～1才8ヶ月児�

1才6ヶ月児～1才8ヶ月児�

2才5ヶ月児～2才8ヶ月児�

2才6ヶ月児～2才8ヶ月児�

3才5ヶ月児～3才8ヶ月児�

3才6ヶ月児～3才8ヶ月児�

日 程 �
�
■日程の一覧表、
　生涯学習カレン
　ダーをご確認下
　さい。�
　＊日程の一覧表
　　は地区別に個
　　別配布されま
　　す。�
■対象月齢のお子
　さんには、個別
　に、問診票など
　健診に必要な書
　類が郵送で届き
　ます。（2週間位
　前に届きます）�

場 所 �

公 立 七 戸 病 院 �
健康管理センター�

七戸保健センター�

天間林保健センター�

七戸保健センター�

天間林保健センター�

七戸保健センター�

天間林保健センター�

七戸保健センター�

天間林保健センター�

七戸保健センター�

天間林保健センター�

受 付 時 間 �

12:50～13:00�

12:30～12:50�

  9:30～  9:45�

  9:30～10:00�

  9:30～  9:45�

12:15～12:45�

12:30～12:45�

12:15～12:45�

12:30～12:45�

12:15～12:45�

12:00～12:15

平成17年度　乳児相談・幼児健診のご案内�
（各種相談・健診とも対象児全員に個別通知します）�

＊ご不明な点がありましたら、通知のあった保健センターまでお問い合わせ下さい。�

保
健
保
健 

　�
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー�

 
だ
よ
り

だ
よ
り�

保
健
保
健 

　�
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー�

 
だ
よ
り

だ
よ
り�

保
健 

　�
セ
ン
タ
ー�

 
だ
よ
り�

��������

乳
児
相
談
・
幼
児
健
診
の�
お
知
ら
せ�

�

　
七
戸
町
で
は
、
お
子
さ
ん
の
発

育
・
発
達
の
チ
ェ
ッ
ク
や
育
児
ア

ド
バ
イ
ス
の
場
と
し
て
、
下
記
の

と
お
り
乳
児
相
談
・
幼
児
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
健
康

状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
尚
、
合
併
に

あ
た
り
次
の
点
に
注
意
さ
れ
、
お

子
様
の
乳
幼
児
健
診
の
日
程
等
に

つ
い
て
下
表
を
ご
確
認
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。�

〈
受
診
の
際
の
注
意
点
〉�

①
受
診
場
所
が
お
住
ま
い
の
地
区

　
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。（
但
し

　
３
ヶ
月
児
健
診
は
除
き
ま
す
。）�

　
・
七
戸
地
区
の
お
子
さ
ん
↓
七

　
　
戸
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
・
天
間
林
地
区
の
お
子
さ
ん
↓

　
　
天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー�

②
受
診
で
き
な
い
時
は
通
知
の
あ

　
っ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
必
ず

　
ご
連
絡
下
さ
い
。�

�

　
原
則
と
し
て
、
お
住
ま
い
の
地

区
以
外
で
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。�

�

�����������������������������������

�����������������������������������

���

　
平
成
１７
年
１
月
１４
日
に
七
戸
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
３
歳
児

健
康
診
査
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
お

子
さ
ん
で
す
。�

����������������������������

���

※
（
　
　
）
内
は
保
護
者
、
町
内

　
名�

　
天
間
林
地
区
に
つ
い
て
は
広
報

５
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。�

����������������������

�

大　池　七　海 ちゃん��
お兄ちゃんと歯みがき�

頑張っています。�

（正　夫さん・舘　野）�

�

佐々木　侑　海 く　ん��
頑張って歯みがきしてます。�

（　貴　さん・城　内）�

�

斉　下　真　大 く　ん��
まーくん、がんばりました！�

（清　博さん・蒼　前）�

�

甲　田　大　和 く　ん��
仕上げみがきを、�

毎日頑張ってます！！�

（辰　夫さん・新　町）�

�

山　谷　駿　仁 く　ん��
食べたらみがく習慣�

これからも頑張ります。�

（　肇　さん・上川目）�

ぼ
く
ぼ
く
・
わ
た
し

わ
た
し  

む
し
ば
な
い
よ

む
し
ば
な
い
よ�

ぼ
く
ぼ
く
・
わ
た
し

わ
た
し  

む
し
ば
な
い
よ

む
し
ば
な
い
よ�

ぼ
く
・
わ
た
し  

む
し
ば
な
い
よ�
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期日�

25日�
㈪�

26日�
㈫

採血区分�

全 血 �

全 血 �

時 間 �

  9：30～11：00�

12：30～14：00�

14：30～16：00�

10：00～16：00�
（休憩時間12:30～13:30）�

場 所 �

役 場 七 戸 支 所 前 �

奥 羽 牧 場 前 �

公 立 七 戸 病 院 前 �

とうほく天間農業協同組合�
天 間 林 支 所 前 �

＜集団接種＞　日時・場所は個人宛てに通知いたします。�

＜個別接種＞　各医療機関で通年接種できます。�

予防接種名�

ポ リ オ �
（小児マヒ）�

Ｂ Ｃ Ｇ �

場 所 �

天間林保健センター�

七戸保健センター�

公 立 七 戸 病 院 �
健康管理センター�

接 種 期 日 �

4/5, 6、10/27, 28�

5/19, 20、９/12, 13�

毎月（3ヶ月健診時）�

受 付 時 間 �

12時45分～�

12時55分～�

12時50分～�

備 考

個人通知します�

ツベルクリン反応検査は廃止�
対象年齢3ヶ月～6ヶ月�

予防接種名�

三種混合�
（ジフテリア�
・百日せき�
・破傷風）�

麻しん�
（はしか）�

風しん�
（三日はしか）�

日本脳炎�

医療機関�

公立七戸病院�

石 井 医 院 �

柏 葉 醫 院 �

（七戸）�
工 藤 医 院 �
（天間林）�
工 藤 医 院 �

宮 沢 医 院 �

所 在 地 �

影津内98－1�

七戸134�

笊田川久保87－2�

七戸123－3�

道ノ上63－4�

中野22－2

電話番号�

62－2105�

62－2752�

62－2201�

62－4500�

68－2666�

68－2040

月・水�
月～金�
土�

月～金�
土�

月～金�
土�

月～金�

月～土�

14:00～14:30受付�
9:00～12:00・13:30～17:30�
9:00～12:00�
9:00～12:00・13:20～17:00�
9:00～12:00�
9:00～12:00・13:00～18:00�
9:00～12:00�
8:30～12:00・13:30～17:30�

（午後が望ましい）�
14:00～15:00

＊詳しくは送付された「予防接種のお知らせ」を参考にして下さい。�

指 定 日 ・ 時 　 間 �

・麻 し ん　6/6～6/18・H18  3/6～3/18�
・風 し ん　7/11～7/23　・日本脳炎　9/1～9/30�
・三種混合　12/1～12/28・H18  1/10～1/31�
　　　　　　H18  2/1～2/28

問合せ先　七戸保健センター　☎ ◯62 4414　天間林保健センター　☎ ◯68 4631
�

乳
幼
児
の�

�
予
防
接
種
に
つ
い
て�

��

〜
受
け
方
が�

�

変
わ
り
ま
す
〜�

��

予
防
接
種
と
は
？�

�

　
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
は
、
大
人

の
よ
う
に
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

が
完
全
に
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。�

　
そ
の
た
め
感
染
症
に
か
か
る
と

重
い
症
状
や
後
遺
症
が
心
配
さ
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。�

　
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
免
疫
を
作

っ
て
お
こ
う
と
す
る
の
が
予
防
接

種
で
す
。�

����

何
が
変
わ
る
の
？�

�

　
お
子
さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、

個
人
で
医
療
機
関
に
行
っ
て
受
け

る
予
防
接
種
（
個
別
接
種
）
と
今

ま
で
通
り
、
日
時
・
場
所
が
決
め

ら
れ
て
受
け
る
予
防
接
種
（
集
団

接
種
）
の
二
通
り
の
受
け
方
に
な

り
ま
す
。�

　
集
団
接
種
の
中
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
廃
止

と
な
り
、
対
象
年
齢
が
せ
ば
め
ら

れ
ま
し
た
。�

�

い
つ
受
け
る
の
？�

�

　
個
別
接
種
は
新
町
内
の
六
ヶ
所

の
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で

も
年
間
を
通
し
て
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
下
表
参
照
）�

　
各
医
療
機
関
に
よ
っ
て
曜
日
、�

時
間
等
の
指
定
が
あ
る
所
は
前
も

っ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。�

�

ど
の
よ
う
に�受
け
る
の
？�

�

　
電
話
で
の
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。�

　
そ
の
他
、
予
防
接
種
の
種
類
に

よ
っ
て
接
種
時
期
・
間
隔
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん

の
体
調
等
に
合
わ
せ
、
計
画
的
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
送
付

さ
れ
て
い
る
「
予
防
接
種
の
お
知

ら
せ
」
を
見
直
し
年
間
の
計
画
を

た
て
て
み
ま
し
ょ
う
。
尚
、
対
象

年
齢
を
過
ぎ
ま
す
と
予
防
接
種
を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す�

の
で
ご
注�

意
下
さ
い
。�

��

�����������������������������������

�����������������������������������

���������������������

※
七
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
の
ご
協
力
に
よ
り
、
２５
日

　
㈪
の
献
血
者
全
員
に
粗
品

　
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。�

�

◎
健
康
相
談
を�

�

受
付
し
て
い
ま
す�

�

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご

家
族
の
健
康
、
病
気
や
体
調

の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご

相
談
下
さ
い
。�

４月の献血�
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�

文
化
賞�

��

【
文
化
賞
】�

�

高
田
ヨ
ネ
（
水
墨
画
）
、
川
村
亜

輝
子
（
俳
句
会
）
、
戸
田
顕
（
ユ�

ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
奏
者
）
、
成
田
久

常
（
現
代
人
形
作
家
）
、
新
谷
祥

子
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
奏
者
）
、�

鳥
谷
部
良
子
（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）�

�
【
文
化
功
労
賞
】�

�

蓼
内
國
男
（
神
楽
保
存
会
）
、
入

谷
剛
司
（
青
森
県
立
七
戸
高
等
学

校
吹
奏
楽
）�

�

【
文
化
奨
励
賞
】�

�

瀬
川
諭
（
レ
ポ
ー
タ
ー
）
、
蓼
内

健
太
・
蓼
内
耕
太
（
以
上
映
画
監

督
）
、
七
戸
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　
哘
崎
麻
菜
美
、
岡
田
絵
美
、
伊

藤
希
、
奥
山
美
香
、
冨
浦
安
奈
、�

鳥
谷
部
和
也
、
成
田
歩
美
、
七
尾

命
、
西
野
大
貴
（
以
上
七
戸
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
）�

���

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞�

��

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】�

�

小
島
豪
臣
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
、
和

田
政
明
（
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
）
、
古

屋
敷
礼
奈
（
剣
道
）
、
小
島
暢
明

（
サ
ッ
カ
ー
）�

�

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
】�

�

立
石
哲
次
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）
、�

山
田
真
太
郎
、
高
田
幸
湖
（
以
上

剣
道
）
、
久
保
貴
志
（
柔
道
）
、�

工
藤
正
也
（
陸
上
）
、
沢
橋
佑
太

朗
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
、
山
本
亜
依

（
少
林
寺
拳
法
）、倉
岡
将
也
（
ラ

グ
ビ
ー
）
、
久
保
田
孝
路
（
ボ
ク

シ
ン
グ
）
、
寺
沢
千
絵
美
（
サ
ッ

カ
ー
）
、R

E
G
IN
A

七
戸
　
白

石
綾
子
、
白
石
洋
子
、
金
濱
尚
子
、

浜
村
法
子
、
数
牛
ゆ
か
り
、
大
平

江
里
子
、
瀬
川
ゆ
う
子
、
簗
場
由

美
子
、
小
林
由
美
子
、
中
居
真
紀

子
、
池
田
多
恵
子
、
古
内
由
美
子
、

横
山
結
布
子
、
甲
田
真
希
子
、
仁

和
奈
緒
子（
以
上R

E
G
IN
A

七
戸
）�

���

教
育
奨
励
賞�

��

【
指
導
者
賞
】�

�

相
馬
康
博
（
城
南
小
学
校
）
、
藤

川
俊
彦
（
七
戸
中
学
校
）�

【
最
優
秀
賞
】�

�

大
久
保
有
美
（
七
戸
中
学
校
）
、�

城
南
小
学
校
吹
奏
楽
部
　
小
田
知

沙
、
竹
内
悠
理
、
佐
藤
笑
、
辻
村

明
実
、
米
内
山
優
衣
、
中
居
茉
梨
、

小
又
直
、
瀬
川
幸
祐
、
瀬
川
朋
代
、

福
村
香
奈
、
田
高
実
咲
、
森
野
陽

朱
、
菅
岡
鈴
華
、
西
野
佳
苗
、
福

村
友
香
、
竹
林
綾
菜
、
大
平
香
織
、

小
田
百
華
、
中
村
一
歩
、
大
平
未

咲
、
小
林
祥
子
（
以
上
城
南
小
学

校
吹
奏
楽
部
）�

�

【
優
秀
賞
】�

�

瀬
川
安
寿
佳
、
岡
村
翼
、
高
坂
崇

（
以
上
七
戸
小
学
校
）
、
槇
翔
史
、

　
山
千
晶
、
和
田
良
輔
、
佐
藤
笑
、

沢
橋
彩
花
、
竹
内
悠
理
、
米
内
山

優
衣
（
以
上
城
南
小
学
校
）
、
大

平
楓
、
竹
内
瑳
希
、
成
田
理
沙
、�

附
田
真
祐
佳（
以
上
七
戸
中
学
校
）、

和
田
仁
、
濱
中
昌
平
、
山
口
秀
平
、

大
池
聡
、
堀
泰
輔
、
小
島
将
和
、�

木
村
翔
弥
、
和
田
智
明
、
久
保
陽

悦
、
附
田
光
平
、
井
内
弘
之
、
横

浜
健
生
、
角
鹿
大
地
、
簗
場
海
史
、

小
林
啓
輔
、
盛
田
重
頼
、
新
山
尚

也
、
上
野
駿
人
、
野
月
陽
友
、
中

村
賢
二
、
小
林
康
洋
、
立
崎
絋
平

（
以
上
七
戸
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
）�

�

【
優
良
賞
】�

�

佐
々
木
柊
青
、
町
屋
昂
、
大
浦
幸

祥
、
四
戸
美
和
子
、
瀬
川
舞
、
新

山
加
奈
子
、
中
野
渡
翔
、
佐
々
木

彩
花
、
工
藤
楓
、
二
宮
睦
（
以
上

七
戸
小
学
校
）
、
大
平
理
恵
、
高

西
真
穂
、
倉
岡
久
菜
、
葛
巻
宏
幸
、

小
舘
実
希
（
以
上
城
南
小
学
校
）
、

小
島
祐
紀
、
田
村
優
佳
、
阿
部
将

真
、
田
中
陽
子
、
中
野
渡
香
織
、

田
中
友
規
、
山
本
譲
（
以
上
七
戸

中
学
校
）
、
和
田
英
士
、
伊
藤
真

由
子
、
大
池
尚
美
、
森
野
敏
美
、�

八
重
樫
千
帆
、
小
栗
ま
ど
か
、
佐

野
美
幸
、
竹
内
美
穂
、
米
内
山
龍

平
、
哘
崎
春
菜
、
戸
舘
結
、
大
平

一
輝
、
鳥
谷
部
由
布
子
、
梅
村
美

鈴
、
小
田
栞
、
金
見
玲
菜
、
佐
藤

由
紀
、
沼
尾
智
美
、
倉
岡
真
優
子
、

立
石
千
尋
、
八
重
樫
亜
希
、
田
村

羊
介
、
櫻
田
佳
子
、
横
山
真
美
子
、

和
田
真
里
奈
（
以
上
七
戸
中
学
校

吹
奏
楽
部
）
、
西
野
真
衣
、
岡
村

真
澄
、
沢
尻
麻
美
、
駒
井
麻
奈
美
、

高
沙
織
、
山
本
悠
乃
、
立
石
咲
、

高
坂
優
美
、
山
口
奈
津
紀
、
平
野

ほ
の
か
、
八
橋
亜
美
、
高
橋
愛
璃

咲
（
以
上
七
戸
中
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
）
、
附
田
真
祐
佳
、
小
笠

原
真
美
、
大
平
美
沙
都
、
川
村
香

奈
子
、
成
田
理
沙
（
以
上
七
戸
中

学
校
女
子
柔
道
部
）
、
新
山
加
奈

子
、
田
中
瑞
生
、
田
中
彩
那
、
寺

沢
瑞
穂（
以
上
柏
葉
少
年
剣
士
隊
）�

　平成16年度文化賞、スポーツ顕賞、

教育奨励賞の表彰式が３月13日、柏

葉館で行われ、文化、スポーツ活動

で優れた成績を挙げた74個人８団体

に表彰状が贈られました。�

　各賞の受賞者、団体は次の通りで

す。�

（順不同・敬称略）�

平成16年度　七戸町�
文化賞、スポーツ顕賞、教育奨励賞�

74個人、8団体が受賞�
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�

自
治
功
労
表
彰�

��

鳥
谷
部
長
作
（
農
業
委
員
）
、
西

野
由
見
（
社
会
福
祉
）�

���

文
化
賞�

��

【
文
化
功
労
賞
】�

�
上
原
子
長
一
郎
（
上
原
子
剣
舞
踊

保
存
会
元
会
長
）、
天
間
照
安（
天

間
舘
神
楽
保
存
会
長
）
、
天
間
林

村
書
道
愛
好
会
、
天
間
林
村
み
よ

こ
太
鼓
研
究
会�

�

【
文
化
奨
励
賞
】�

�

小
笠
原
唯
（
ワ
ー
プ
ロ
競
技
）�

���

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞�

��

【
指
導
者
賞
】�

�

小
林
義
夫
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
榎

林
中
学
校
）
、
山
田
典
郎
（
ス
キ�

ー
・
西
小
学
校
）�

�

【
優
秀
選
手
賞
】�

�

天
間
琴
音
、
上
原
子
梨
乃
、
荒
木

田
真
由
美
、
松
山
希
、
上
野
百
合

香
、
今
雪
音
、
町
屋
め
ぐ
み
、
原

子
明
香
、
八
嶋
彩
加
、
簗
田
健
史
、

原
子
明
（
以
上
陸
上
競
技
）
、
二

ツ
森
加
奈
、
市
ノ
渡
秀
一
（
以
上

柔
道
）、
田
嶋
結
衣（
ホ
ッ
ケ
ー
）
、

小
坂
早
津
紀
、
附
田
佳
奈
子
（
以

上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、中
岫
恵
（
少

林
寺
拳
法
）
、
上
原
子
毅
、
附
田

智
也
、
鳥
谷
部
勇
也
（
以
上
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
、
附
田
政

志
、
天
間
清
正
、
高
田
千
代
正
、�

中
野
真
美
（
以
上
水
泳
）
、
坪
孝

夫
、
円
子
隆
治
、
町
屋
幸
一
、
町

屋
秀
子
、
十
枝
内
鉄
男
、
坪
兼
松
、

甲
田
繕
悦
、
鳥
谷
部
大
太
（
以
上

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
、
上
野
伸
一
郎
、

中
岫
一
志
、
竹
内
浩
司
、
伊
賀
亮

徳
、
後
藤
竜
太
、
向
中
野
竜
矢
、�

小
又
由
佳
子
、
三
浦
志
織
、
増
山

美
津
子
、
鳥
谷
部
嘉
子
（
以
上
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）�

�

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】�

�

小
又
和
哉
、
上
原
子
昌
也
（
以
上

ボ
ク
シ
ン
グ
）
、
荒
木
田
健
一
、�

中
野
雄
介
、
坪
隆
将
、
楠
和
洋（
以

上
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）
、
十
枝
内
寛

仁
（
硬
式
野
球
）
、
中
野
昇
、
蛯

名
博
幸
、
哘
武
夫
、
手
代
森
茂
夫
、

諏
訪
道
子
、
天
間
せ
つ
子
、
石
橋

真
理
子
、
舩
山
と
よ（
以
上
水
泳
）、

鳥
谷
部
長
右
ヱ
門
、
田
中
正
利
、�

金
沢
護
、
附
田
俊
悦
、
萱
場
英
材
、

白
石
昌
也
、
西
野
浩
章
、
金
沢
小

百
合
、
山
田
幸
子
、
工
藤
篤
子
、�

附
田
ふ
よ（
以
上
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）、

中
村
彰
悟
、
上
原
子
憲
樹
（
以
上

陸
上
）�

���

教
育
奨
励
賞�

��

【
文
化
部
門
】�

�

寺
沢
優
衣
、
鳥
谷
部
清
磨
（
以
上

西
小
学
校
）
、
附
田
慎
也
、
附
田

和
哉
、
福
村
圭
（
以
上
東
小
学
校
）、

附
田
有
美
子
、
天
間
里
夏
、
逓
駅

あ
ゆ
こ
、
野
田
頭
愛
里
、
天
間
静

香
、
鳴
海
可
奈
絵
、
鳥
谷
部
し
の

ぶ
、
鳥
谷
部
優
美
、
寺
澤
佳
那
、�

佐
藤
怜
奈
、
鳥
谷
部
愛
加
、
手
代

森
あ
ず
さ
、
附
田
美
樹
、
伊
東
美

紀
、
鳥
谷
部
優
美
、
田
中
美
有
、�

坂
田
華
菜
実
、
上
原
子
あ
ず
さ
、�

天
間
そ
の
か
、
天
間
美
沙
子
、
天

間
瑞
絵
、
坪
栄
香
、
金
澤
英
里
、�

有
田
柚
貴
子
、
天
間
美
紀
（
以
上

天
間
舘
中
学
校
吹
奏
楽
部
）�

�

【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】�

�
佐
藤
綾
子
、
鳥
谷
部
敬
太
、
十
枝

内
繭
、
檜
山
李
果
、
蛯
名
仁
美
、�

白
石
愛
弥
、
原
子
美
穂
、
桜
彩
香
、

向
中
野
彩
華
、
原
子
志
穂
、
大
関

梨
加
、
鳥
谷
部
亜
希
子
、
向
中
野

実
穂
、
鳥
谷
部
里
美
、
坪
亜
紀
、�

福
村
眞
友
、
天
間
千
尋
、
市
ノ
渡

祐
稀
、
澤
田
祐
樹
、
哘
崎
航
生
、�

坪
貢
大
、
天
間
柊
斗
、
原
子
直
人
、

鳥
谷
部
啓
徳
、
八
嶋
亮
、
澤
田
大

和
、
天
間
健
介
、
本
間
以
奈
、
白

銀
結
麻
、
小
又
奈
未
子
（
以
上
西

小
学
校
）
、
二
ツ
森
加
奈
、
冨
田

菜
月
、
二
ツ
森
美
里
（
以
上
東
小

学
校
）
、
簗
田
貴
徳
、
中
里
直
人
、

榎
林
和
真
、
工
藤
一
真
、
天
間
皓

太
、
小
又
友
樹
、
小
又
晋
平
、
工

藤
大
知
、
坪
祥
太
、
半
　
満
、
坪

翔
太
、
田
中
和
希
、
小
又
貴
朗
、�

中
野
滋
仁
、
金
澤
健
、
　
田
和
也
、

上
原
子
満
成
、
新
渡
征
也
、
手
代

森
春
奈
、
鳥
谷
部
沙
希
、
鳥
谷
部

愛
生
、
上
原
子
早
紀
、
田
中
愛
美
、

佐
藤
し
お
り
、
向
中
野
里
佳
、
坂

本
瑠
理
子
、
市
ノ
渡
友
香
、
坂
本

敦
美
、
坪
恵
理
香
、
蛯
名
希
、
小

笠
原
沙
耶
、
上
原
子
彩
衣
、
鳥
谷

部
聖
生
、
田
中
久
留
美
、
簗
田
絵

梨
香
、
坂
本
夏
希
、
相
馬
裕
矢
、�

田
嶋
大
地
、
白
銀
紗
希
（
以
上
天

間
舘
中
学
校
）
、
二
ツ
森
利
真
（
以

上
榎
林
中
学
校
）�

　平成16年度天間林村功労・文化・
スポーツ賞表彰式が３月６日、村中
央公園屋内スポーツセンターで開か
れ、文化・スポーツ活動などで功績
のあった77個人２団体に表彰状が贈
られました。�
　各賞の受賞者、団体は次のとおり
です。また、教育奨励賞受賞者103
人について紹介いたします。�

　（敬称略）�

平成16年度  天間林村�

自治功労・文化・�
スポーツ・教育賞�
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《
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�
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村
　
亜
輝
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�
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草
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手
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っ
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に
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《
川
　
柳
》
「
近
　
詠
」�

冬
ソ
ナ
に
　
次
ぐ
韓
流
に
　
し
て
や
ら
れ�

俊
　�

�

叩
か
れ
て
　
動
く
時
計
に
　
朝
の
捻
子�

幸
　�

�

見
ぬ
ふ
り
を
　
決
め
て
つ
い
出
す
　
支
援
の
手�

香
っ
ぺ�

�

城
下
町
　
雪
深
々
と
　
寝
正
月�

征
　
治�

た
が�

七戸町・天間林村合併記念特別企画展�

～福富太郎コレクション～�

近代美人画名作展�
会期／4月1日（金）～5月22日（日）�

会期中は無休�
�

　本展は、新生・七戸町の新

たな第一歩をアートで踏み出

そうというものです。明治・

大正・昭和の近代美人画の変

遷をたどる中で、画家たちが

女性美をどのように追求し表

現してきたか、日本画・洋画

の代表画家による60余点の作

品で検証します。�

●入館時間●�

　午前10時～午後５時30分�

　　　　　　［閉館は午後６時］�

●入館料（税込）●�

　一般850（650）円／学生400

　（320）円／小中学生200（160）

　円�

　※（　　）内は前売券及び20

　　名様以上の団体、県民カ

　　レッジ受講者、ＪＡＦ会

　　員割引料金�

　※前売券は、サークルK・

　　サンクス県内各店でお求

　　めいただけます。�

●問い合わせ先●�

　鷹山宇一記念美術館�

　　ＴＥＬ　　◯62 ５８５８�

　　ＦＡＸ　　◯62 ５８６０�
�

広報３月号掲載の無料招待券を是非ご活用下さい。�
皆様のご来館をお待ちしております。�

オリジナル弁当を作ろう！�
�

　第６回七戸町子ども探検隊が２月27日、開催され

ました。教育委員会主催で行ったもので、昨年度の

子どもフォーラムの中で出された「新幹線の駅がで

きるので絵馬弁当を作りたい。」という願いを受け

継いで、子ども探検隊員でアイディアを出し合いま

した。食生活改善推進員会の方々の協力を得て、長

いも、にんにく、かぶなどの特産物を使ったり、郷

土料理の「鶏卵」をアレンジしたりして、『子ども

探検隊弁当』を作りました。たくさんの材料を切る

のは大変そうでしたが、苦労しながら作ったお弁当

を食べて、「おいし～い。」とニコニコ笑顔の子ど

もたちでした。�

鏑木清方「金魚」☝

文
芸
欄�

文
芸
欄�
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嶋
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の
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洋
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�

飆
々
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雪
か
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寒
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馬
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ゆ
き
は
ら�

図書館のおすすめの３冊�

「僕の行く道」�

新　堂　冬　樹（著）�

　小学3年生の大志の願いはただ

ひとつ、離れて暮らす母に会う

こと・・・�

　そこにあるのはただ、親子の

愛と信頼の物語。静かな感動に

満ちた感涙のハートフルストー

リー。�

�

「もしも裁判員に選ばれたら」�

四　宮　　　啓・西　村　　　健（著）�

　裁判に国民が参加できる画

期的な制度が2009年までに発

足する。抽選で選ばれ、選挙権

をもつすべての国民が選ばれ

る可能性をもつ裁判員制度に

ついてやさしく解説。不安や疑

問にこたえるハンドブック。�

�

「ダンデライオン」�

ドン・フリーマン（作）　アーサー・ビナード（訳）�

　キリンのジェニファーさ

んのティーパーティに、思

いきりおしゃれしてでかけ

たダンデライオン。ところが、

おしゃれしすぎて誰だかわ

かってもらえなくて…。�

　世界の子どもたちに愛され続けてきた絵本の日本

語訳。�

★新着図書の紹介★�

No.�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15

書 名 �

弘海－息子が海に還る朝－�

僕の行く道�

高札の顔�
　－酒解神社・神灯日記－�

草原からの使者－沙高楼綺譚－�

夜ふけのなわとび�

白の月�

ぷちすと�

問題な日本語�
　－どこがおかしい？何がおかしい？�

もしも裁判員に選ばれたら�

びはだぼん�

リネンで雑貨�
　－手づくりの愉しみ－�

いつでも野菜を　保存版�
－旬の野菜おかずレシピ378点－�

つみきでとんとん�

時刻表の達人�
　－使える・遊べる・勉強できる！－�

ダンデライオン�

等　一般書　５５冊　　児童書　３１冊�

（２／１４～３／７購入分）�

著 者 名 �

市 川 拓 司 �

新 堂 冬 樹 �

澤　田　ふじ子�

浅 田 次 郎 �

林　　　真理子�

谷 村 志 穂 �

室 井 佑 月 �

北原　保雄（編）�

四 宮 　 啓 �
西 村 　 健 �
工 藤 美 香 �

さんくちゅあり�

石 川 ゆ み �

�

竹下　文子（文）�
鈴木まもる（絵）�

福 岡 健 一 �

ドン・フリーマン�
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町
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）
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林
村
総
務
課
長
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佐
）
●
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村
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樹
（
天
間
林
村
総
務
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主
査
）
●

主
査
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工（
七
戸
町
総
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課
主
査
）

●
主
査
工
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和
賀
子
（
七
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町
総
務

課
主
査
）
●
主
事
石
川
美
佳
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天
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林
村
総
務
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主
事
）
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能
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事
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町
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事
）�
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�
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仁
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）
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総
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）�
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�

●
課
長
白
石
均
一
（
天
間
林
村
総
務

課
長
）
●
課
長
補
佐
似
鳥
和
彦
（
七

戸
町
総
務
課
長
補
佐
）
●
課
長
補
佐

木
村
正
光
（
天
間
林
村
企
画
室
長
補

佐
）
●
総
括
主
幹
伊
藤
寿
子
（
七
戸

町
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健
福
祉
課
総
括
主
幹
）
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健
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七
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総
務
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佐
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天
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林
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企
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主
事
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子
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課
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）
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幹
）
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（
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林
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総
括
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長
）
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企
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長
）
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長
補
佐
新
堀
徹
子
（
七
戸

町
町
民
課
総
括
主
幹
）
●
課
長
補
佐

小
林
広
一（
七
戸
町
税
務
課
長
補
佐
）

●
課
長
補
佐
川
村
則
子
（
天
間
林
村

税
務
課
長
補
佐
）
●
総
括
主
幹
坪
康

文
（
七
戸
町
税
務
課
総
括
主
幹
）
●

総
括
主
幹
蛯
沢
栄
子
（
天
間
林
村
産

業
課
総
括
主
幹
）
●
主
幹
附
田
敬
吾

（
天
間
林
村
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務
課
主
幹
）
●
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田
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亮
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町
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）
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町
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主
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）
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査
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（
天
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林
村
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務
課
主
査
）
●
主
査

小
林
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和
（
七
戸
町
税
務
課
主
査
）

●
主
査
大
池
昭
広
（
七
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町
税
務
課

主
査
）
●
主
事
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嶺
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合
香
（
天
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林
村
税
務
課
主
事
）
●
主
事
澤
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樹
（
天
間
林
村
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務
課
主
事
）�

町
民
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●
課
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天
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林
村
住
民
課
長
）

●
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佐
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光
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町
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発
室
総
括
主
幹
）
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括
主
幹
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林
村
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民
課
総
括
主
幹
）

●
総
括
主
幹
庭
田
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子
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七
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町
町

民
課
総
括
主
幹
）
●
総
括
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幹
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谷
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七
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課
総
括
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幹
）
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総
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総
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士
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課
総
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主
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）
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査
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長
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補
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兼
務
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生
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長
）
●
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長
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江
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子
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天
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村
厚
生
課
長
補

佐
）
●
総
括
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幹
杉
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子
（
七
戸

町
保
健
福
祉
課
総
括
主
幹
）
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査
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田
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美
（
七
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保
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福
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主
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）
●
主
事
小
林
義
博
（
七
戸
町

保
健
福
祉
課
主
事
）
●
主
事
八
嶋
靖

希
（
天
間
林
村
厚
生
課
主
事
）
●
主

事
鳥
谷
部
久
美
子
（
天
間
林
村
厚
生

課
主
事
）�
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兼
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兼
務
）

●
課
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（
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町
保
健

福
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課
長
補
佐
）
●
主
幹
保
健
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ー
主
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健
師
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務
）

八
嶋
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健
康
福
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健
師
）
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査
保
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師
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七
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健
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ー
主
査
保
健
師
兼
務
）
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又
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子
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林
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健
康
福
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課

主
任
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師
）
●
主
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保
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師
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健
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ー
主
査
保
健
師
兼
務
）
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子
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村
健
康
福
祉

課
主
任
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健
師
）
●
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師
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ー
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健
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兼
務
）
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雅
子
（
天
間
林
村
健
康
福
祉
課
副
主

任
保
健
師
）
●
主
査
山
本
真
琴
（
七

戸
町
農
林
課
主
査
）
●
主
査
天
間
正

子
（
天
間
林
村
道
ノ
上
保
育
所
准
看

護
師
）
●
技
能
主
事
金
沢
節
子
（
天

間
林
村
道
ノ
上
保
育
所
調
理
員
）�

��

介
護
支
援
課�

�

●
課
長
（
七
戸
・
天
間
林
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
ゆ
う
ず
ら
ん
ど
・
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
）
藤
谷
松

男
（
七
戸
町
保
健
福
祉
課
長
・
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
う
ず
ら
ん
ど
所

長
兼
務
）●
課
長
補
佐
鳥
谷
部
昇（
天

間
林
村
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）
●
課

長
補
佐
小
原
順
子
（
七
戸
町
上
下
水�

職

員

人

事

異

動

�
　
３
月
３１
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
（
旧
所
属
・
旧
職
名
）�
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道
課
総
括
主
幹
）
●
総
括
主
幹
米
内

山
良
子（
七
戸
町
町
民
課
総
括
主
幹
）

●
総
括
主
幹
岡
田
晋
（
七
戸
町
保
健

福
祉
課
総
括
主
幹
）
●
総
括
主
幹
蛯

沢
久
子
（
天
間
林
村
健
康
福
祉
課
総

括
主
幹
）●
主
査
保
健
師
工
藤
晶（
天

間
林
村
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師
）

●
主
任
主
査
阿
部
泰
晴
（
七
戸
町
保

健
福
祉
課
主
任
主
査
）
●
主
事
盛
田

一
成
（
七
戸
町
総
務
課
主
事
）�

��

会
計
課�

�

●
課
長
坂
本
秀
煕
（
七
戸
町
町
民
課

長
）
●
課
長
補
佐
江
渡
慶
子
（
天
間

林
村
出
納
室
長
補
佐
）
●
総
括
主
幹

檜
山
る
み
子
（
天
間
林
村
税
務
課
総

括
主
幹
）
●
主
任
主
査
鳥
谷
部
伸
一

（
七
戸
町
・
天
間
林
村
合
併
協
議
会

係
長
）�

��

農
林
課�

�

●
課
長
上
原
子
忠
（
天
間
林
村
産
業

課
長
）
●
課
長
補
佐
大
村
清
隆
（
七

戸
町
農
林
課
長
補
佐
）
●
課
長
補
佐

沢
田
康
曜
（
天
間
林
村
産
業
課
長
補

佐
）
●
総
括
主
幹
松
山
嘉
子
（
天
間

林
村
企
画
室
総
括
主
幹
）
●
総
括
主

幹
気
田
雅
之
（
七
戸
町
農
林
課
総
括

主
幹
）
●
主
幹
大
池
陽
子
（
天
間
林

村
出
納
室
主
幹
）
●
主
幹
原
子
保
幸

（
天
間
林
村
産
業
課
主
幹
）
●
主
幹

澤
山
晶
男
（
七
戸
町
農
林
課
主
幹
）

●
主
任
主
査
中
村
陽
一
（
七
戸
町
農

林
課
主
任
主
査
）
●
主
任
主
査
田
村

教
男
（
七
戸
町
農
林
課
主
任
主
査
）

●
主
査
桜
庭
総
明
（
七
戸
町
農
林
課

主
査
）
●
主
査
小
原
今
日
子
（
七
戸

町
農
林
課
主
査
）
●
主
査
田
栗
昌
弘

（
七
戸
町
農
林
課
主
査
）
●
主
査
工

藤
純
一
（
天
間
林
村
産
業
課
主
査
）

●
主
事
上
原
子
敦
（
天
間
林
村
産
業

課
主
事
）�

��
議
会
事
務
局�

�

●
事
務
局
長
塚
尾
義
春
（
七
戸
町
議

会
事
務
局
長
）
●
事
務
局
次
長
中
野

昭
弘
（
天
間
林
村
総
務
課
長
補
佐
）

●
総
括
主
幹
天
間
節
子
（
天
間
林
村

議
会
事
務
局
総
括
主
幹
）
●
主
査
佐�

々
木
智
恵
子（
七
戸
町
建
設
課
主
査
）�

��

農
業
委
員
会
事
務
局�

�

●
事
務
局
長
中
野
均
（
天
間
林
村
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
●
事
務
局
次

長
米
内
山
敬
司
（
七
戸
町
建
設
課
長

補
佐
）
●
総
括
主
幹
小
原
邦
子
（
七

戸
町
保
健
セ
ン
タ
ー
総
括
主
幹
）
●

総
括
主
幹
工
藤
靖
子
（
七
戸
町
農
業

委
員
会
事
務
局
総
括
主
幹
）�

���

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局�

�

●
事
務
局
長
岡
村
茂
雄
（
七
戸
町
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
●
事
務
局
次

長
天
間
昭
仁
（
天
間
林
村
住
民
課
長

補
佐
）�

��

監
査
委
員
事
務
局�

�

●
事
務
局
長
二
ツ
森
政
人
（
天
間
林

村
中
央
公
民
館
長
）
●
総
括
主
幹
中

野
秀
明
（
七
戸
町
上
下
水
道
課
総
括

主
幹
）�

��

七
戸
庁
舎�

（
旧
七
戸
町
役
場
）�

��

●
支
所
長
駒
嶺
純
一
（
七
戸
町
農
林

課
長
）�

��
支
所
庶
務
課�

�

●
課
長（
柏
葉
館
長
兼
務
）小
林
章
廣

（
七
戸
町
中
央
公
民
館
長
）●
課
長
補

佐
田
中
哲
雄
（
七
戸
町
保
健
福
祉
課

長
補
佐
）
●
総
括
主
幹
花
松
眞
智
子

（
七
戸
町
保
健
福
祉
課
総
括
主
幹
）●

主
幹
天
間
典
子
（
天
間
林
村
中
央
公

民
館
主
幹
）
●
主
任
主
査
中
村
孝
司

（
七
戸
町
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
）

●
主
査
増
田
裕
子
（
七
戸
町
会
計
課

主
査
●
主
査
佐
々
木
祐
一
（
七
戸
町

税
務
課
主
査
）�

��

新
幹
線
建
設
対
策
課�

�

●
課
長
小
原
勇
作
（
七
戸
町
建
設
課

長
・
新
幹
線
建
設
対
策
室
長
兼
務
）●

課
長
補
佐
西
野
有
一
（
七
戸
町
新
幹

線
建
設
対
策
室
長
補
佐
●
総
括
主
幹

小
田
幸
子
（
七
戸
町
議
会
事
務
局
総

括
主
幹
）
●
主
幹
甲
田
美
喜
雄
（
七

戸
町
・
天
間
林
村
合
併
協
議
会
主
幹
）

●
主
幹
三
上
義
也
（
七
戸
町
新
幹
線

建
設
対
策
室
主
幹
）�

��

建
設
課�

�

●
課
長
天
間
一
二
（
天
間
林
村
建
設

課
長
）●
課
長
補
佐
小
笠
原
啓
子（
七

戸
町
会
計
課
総
括
主
幹
）
●
課
長
補

佐
大
沢
田
和
之
（
七
戸
町
税
務
課
総

括
主
幹
）●
課
長
補
佐
田
嶋
史
洋（
天

間
林
村
建
設
課
総
括
主
幹
）
●
総
括

主
幹
新
山
美
幸
（
七
戸
町
保
健
セ
ン

タ
ー
総
括
主
幹
）
●
総
括
主
幹
原
田

秋
夫
（
七
戸
町
建
設
課
総
括
主
幹
）

●
総
括
主
幹
仁
和
圭
昭
（
七
戸
町
建

設
課
総
括
主
幹
）
●
主
幹
佐
々
木
和

博
（
七
戸
町
町
民
課
主
幹
）
●
主
査

原
子
慎
也
（
天
間
林
村
健
康
福
祉
課

主
査
）
●
主
査
太
田
幸
司
（
天
間
林

村
建
設
課
主
査
）
●
主
事
中
村
憲
之

（
天
間
林
村
建
設
課
主
事
）
●
主
事

天
間
秀
喜（
天
間
林
村
建
設
課
主
事
）

●
主
事
手
代
森
俊
彦
（
七
戸
町
新
幹

線
建
設
対
策
室
主
事
）
●
主
任
運
転

技
能
員
大
鹿
輝
雄
（
天
間
林
村
総
務

課
主
任
運
転
技
能
員
）�

��

商
工
観
光
課�

�

●
課
長
蛯
名
昭
雄
（
七
戸
町
上
下
水

道
課
長
）●
課
長
補
佐
山
谷
栄
作（
七

戸
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
総
括

主
幹
）●
総
括
主
幹
坂
本
真
利
子（
七

戸
町
農
林
課
総
括
主
幹
）
●
総
括
主

幹
金
見
勝
弘
（
七
戸
町
商
工
観
光
課

総
括
主
幹
）●
主
査
手
代
森
孝
行（
天

間
林
村
産
業
課
主
査
）�

��

公
園
管
理
課�

�

●
課
長
森
田
耕
一
（
天
間
林
村
ス
ポ�

ー
ツ
振
興
課
長
）
●
課
長
補
佐
工
藤

京
子
（
天
間
林
村
農
業
委
員
会
事
務

局
総
括
主
幹
）●
主
査
蛯
沢
克
哉（
天

間
林
村
議
会
事
務
局
主
査
）
●
主
査

中
村
哲
也
（
七
戸
町
商
工
観
光
課
主

査
）
●
技
能
主
任
森
幸
一
（
七
戸
町

商
工
観
光
課
技
能
主
任
）�

��

水
道
課�

�

●
課
長
神
山
俊
男
（
天
間
林
村
水
道

課
長
）
●
課
長
補
佐
小
原
信
明
（
七�
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戸
町
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
●
課

長
補
佐
高
西
慶
子
（
天
間
林
村
水

道
課
長
補
佐
）
●
総
括
主
幹
小
又�

桂
子
（
七
戸
町
町
民
課
総
括
主
幹
）

●
主
幹
鳥
谷
部
勉
（
天
間
林
村
水
道

課
主
幹
）
●
主
査
大
池
謙
嗣
（
七
戸

町
上
下
水
道
課
主
査
）
●
主
事
工
藤

素
行
（
七
戸
町
保
健
福
祉
課
主
事
）

●
主
事
坪
和
昭
（
天
間
林
村
水
道
課

主
事
）�

��

下
水
道
課�

�

●
課
長
大
平
均（
七
戸
町
税
務
課
長
）

●
課
長
補
佐
鳥
谷
部
宏
（
七
戸
町
町

民
課
長
補
佐
）
●
課
長
補
佐
米
田
春

彦
（
天
間
林
村
建
設
課
長
補
佐
）
●

総
括
主
幹
佐
々
木
あ
つ
子
（
天
間
林

村
建
設
課
総
括
主
幹
）
●
総
括
主
幹

加
藤
司
（
七
戸
町
上
下
水
道
課
総
括

主
幹
）
●
総
括
主
幹
竹
内
洋
子
（
七

戸
町
上
下
水
道
課
総
括
主
幹
）
●
主

事
天
間
雄
紀
（
天
間
林
村
建
設
課
主

事
）
●
主
事
金
沢
隆
洋
（
天
間
林
村

建
設
課
主
事
）�

��

学
務
課�

�

●
課
長
戸
舘
栄
一
（
七
戸
町
学
務
課

長
・
生
涯
学
習
課
長
兼
務
）
●
課
長

補
佐
花
松
了
覚
（
七
戸
町
町
民
課
長

補
佐
）●
総
括
主
幹
船
水
弘
子（
七
戸

町
農
業
委
員
会
事
務
局
総
括
主
幹
）

●
総
括
主
幹
伊
藤
真
理
子
（
天
間
林

村
学
務
課
総
括
主
幹
）
●
主
幹
田
中

健
一
（
七
戸
町
学
務
課
主
幹
）
●
主

任
主
査
作
田
健
（
七
戸
町
生
涯
学
習

課
主
任
主
査
）
●
主
事
補
向
中
野
真

理
（
天
間
林
村
学
務
課
主
事
補
）�

��

生
涯
学
習
課�

�

●
課
長
附
田
豊
寿
（
天
間
林
村
学
務

課
長
）
●
課
長
補
佐
米
澤
秀
一
（
七

戸
町
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）
●
総
括

主
幹
伊
藤
敦
子
（
七
戸
町
生
涯
学
習

課
総
括
主
幹
）
●
総
括
主
幹
田
嶋
邦

貴
（
天
間
林
村
社
会
教
育
課
総
括
主

幹
）
●
主
任
主
査
町
屋
淳
一
（
七
戸

町
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
）
●
主
任

主
査
大
沢
田
亜
希
子
（
七
戸
町
生
涯

学
習
課
主
任
主
査
）
●
主
査
中
原
さ

お
り
（
七
戸
町
学
務
課
主
査
）
●
主

査
高
田
晃
一
（
天
間
林
村
社
会
教
育

課
主
査
）�

��

文
化
財
保
護
課�

�

●
課
長
高
井
憲
夫
（
七
戸
町
城
南
児

童
館
長
）●
課
長
補
佐
楠
フ
ミ
ヱ（
天

間
林
村
社
会
教
育
課
長
補
佐
）
●
総

括
主
幹
小
山
彦
逸
（
七
戸
町
生
涯
学

習
課
総
括
主
幹
）
●
主
任
主
査
相
馬

和
徳
（
七
戸
町
生
涯
学
習
課
主
任
主

査
）
●
主
事
上
野
司
（
天
間
林
村
社

会
教
育
課
主
事
）�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課�

�

●
課
長（
七
戸
・
天
間
林
体
育
館
長
兼

務
）附
田
繁
志（
天
間
林
村
社
会
教
育

課
長
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

務
）●
課
長
補
佐
瀬
川
勇
一（
七
戸
町

新
幹
線
建
設
対
策
室
総
括
主
幹
）
●

総
括
主
幹
深
堀
美
津
子
（
天
間
林
村

健
康
福
祉
課
総
括
主
幹
）
●
主
事
向

中
野
崇
志
（
天
間
林
村
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
主
事
）�

��

七
戸
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

●
所
長
八
幡
一
夫
（
七
戸
町
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
）
●
所
長
補
佐
渡
部
喜

代
志
（
天
間
林
村
農
業
委
員
会
事
務

局
次
長
）
●
主
査
保
健
師
（
健
康
福

祉
課
主
査
保
健
師
兼
務
）
佐
賀
典
子

（
七
戸
町
保
健
セ
ン
タ
ー
主
査
保
健

師
）
●
主
査
保
健
師
（
健
康
福
祉
課

主
査
保
健
師
兼
務
）
相
馬
真
奈
美（
七

戸
町
保
健
セ
ン
タ
ー
主
査
保
健
師
）

●
主
査
保
健
師
（
健
康
福
祉
課
主
査

保
健
師
兼
務
）
福
田
幸
子
（
七
戸
町

保
健
セ
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タ
ー
主
査
保
健
師
）
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保

健
師
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健
康
福
祉
課
保
健
師
兼
務
）

鈴
木
希
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子
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天
間
林
村
健
康
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課
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主
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健
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健
師
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健

康
福
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課
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健
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兼
務
）
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保
健
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師
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南
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●
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長
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田
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戸
町
（
派
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：
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事
務
局
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）
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●
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長
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和
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中
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児
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友
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所
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兼
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）
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兼
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兼
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道
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長
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又
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佐
）
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）
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（
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総
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）
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保
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加
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保
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主
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又
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佐
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上
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間
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村
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保
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理
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間
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所
長
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士
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榎
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簗
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間
）�

�

●
館
長
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村
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間
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務
局
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）
●
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佐
高
田
浩

一
（
天
間
林
村
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設
課
総
括
主
幹
）

●
主
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主
査
高
田
博
範
（
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間
林
村

中
央
公
民
館
総
括
係
長
）
●
主
事
中

村
洋
子
（
天
間
林
村
住
民
課
主
事
）�

七
戸
南
公
民
館（
七
戸
）�

�

●
館
長
千
葉
岩
男
（
七
戸
町
商
工
観

光
課
長
）
●
総
括
主
幹
田
中
美
代
子

（
七
戸
町
中
央
公
民
館
総
括
主
幹
）

●
主
任
主
査
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見
真
樹
（
七
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町
商

工
観
光
課
主
任
主
査
）�

��

七
戸
中
央
図
書
館（
七
戸
）�

�

●
館
長
向
中
野
良
一
（
天
間
林
村
学

務
課
施
設
管
理
指
導
監
）
●
主
幹
高

田
美
由
紀
（
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戸
町
図
書
館
主
幹
）�
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柏
葉
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�

●
技
能
主
事
大
村
由
紀
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七
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町

柏
葉
館
技
能
主
事
）�
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七
戸
幼
稚
園�
�

●
園
長
補
佐
作
田
奈
美
子
（
七
戸
町

七
戸
幼
稚
園
長
補
佐
）
●
総
括
主
幹

教
諭
花
松
幸
子
（
七
戸
町
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派
遣
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城
南
保
育
園
総
括
主
幹
保
育
士
）
）

●
総
括
主
幹
教
諭
佐
々
木
ち
よ
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七

戸
町
七
戸
幼
稚
園
総
括
主
幹
教
諭
）
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総
括
主
幹
教
諭
岡
田
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子
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七
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稚
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幹
教
諭
）
●
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教
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原
ふ
み
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（
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戸
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括
主
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）�
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舘
中
学
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事
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道
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天
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中
学
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）�
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●
技
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主
事
町
屋
健
彦
（
天
間
林
村

榎
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中
学
校
用
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員
）�
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天
間
西
小
学
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�

●
技
能
主
事
二
ツ
森
春
雄
（
天
間
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西
小
学
校
用
務
員
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天
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学
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事
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技
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事
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夫
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村
天
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舘
中
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員
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林
体
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�

●
館
長
補
佐
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田
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光
（
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村
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総
括
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幹
）
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七
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【
退
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●
定
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退
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作
田
誠
（
七
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参
事�
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総
務
課
長
事
務
取
扱
）
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定
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退

職
岡
村
千
鶴
子
（
七
戸
町
（
派
遣
：
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園
長
補
佐
）
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）
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退
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課
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佐
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）

●
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美
子
（
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保
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士
）
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士
天
間
栄
子
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士
）
●
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育
士
天
間
桂
子

（
榎
林
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育
所
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保
育
士
）
●
調

理
員
蛯
名
ツ
マ
（
榎
林
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育
所
調
理

員
）�

��

道
ノ
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保
育
所�

子
育
て
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�

●
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長
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野
て
い
子
（
榎
林
保
育
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長
）
●
総
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ま
り

子
（
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派
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榎
林
保
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●
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和
子（
榎
林
保
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所
長
補
佐
）

●
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千
鶴
子
（
榎
林
保
育
所
長
補

佐
）
●
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田
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代
子
（
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総
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幹
保
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士
）
●
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田
由
紀

子
（
榎
林
保
育
所
調
理
員
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�

　旧天間林村で運行されていた村民バスが、“町

民バス”としてコースも延長して運行されること

になりました。�

　今までは、ふれあいセンターで折り返し運転し

ていたものを、七戸町文化村前（道の駅）、ゆう

ずらんど、七戸病院前等に停車し七戸支所までコー

スを延長いたします。�

　このことにより、本庁と支所間が３往復（月～

金）され、買い物や通院など、とても便利になり

ます。�

注意事項�

●停留所名について�

　※役場前（旧天間林村役場）、七戸文化村前（道

　　の駅）、七戸案内所（十鉄七戸営業所）、ゆ

　　うずらんど（旧七戸町総合福祉センター）、�

　　七戸庁舎（旧七戸町役場）�

●運行日について�

　李沢天間舘コース・哘中野コースは毎週水・金

に変わりましたのでご注意下さい。�

●旧七戸町のコミュニティバスは、コース・時刻

　表とも今まで通りで運行いたします。�

●町民バス、コミュニティバスともに、回数券（11

　枚綴り1,000円）で乗車ができます。�

　※古い券でも使用できます。（販売：七戸町役

　　場会計課、七戸庁舎総合窓口、ゆうずらんど）�

●祝祭日は運休となります。�

問合せ先　企画調整課　☎ ◯68 ２９４０�

町民バスの運行経路が変わります！�
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役 場 前 �

農 協 前 �

運動公園前�

ふ れ あ い �
セ ン タ ー �
七 戸 町 �
文 化 村 前 �

ゆうずらんど�

七戸案内所�

七戸病院前�

南公民館前�

七戸庁舎前�

往路↓�

8:18�

8:19�

8:22�

8:25�

8:30�

8:35�

8:38�

8:40�

8:41�

8:43

復路↑�

9:10�

↑�

↑�
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14:25�
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14:00

火曜日～金曜日共通�

農協前�

七戸町役場七戸町役場�七戸町役場�

ふれあいセンター�

中野川�

七戸川�

ゆうずらんど�

七戸庁舎�

南公民館前�

ジャスコジャスコ�ジャスコ�

七戸
案内
所前
�

文化村�

運動公園前運動公園前�運動公園前�

七戸
病院
前

七戸
病院
前�

七戸
病院
前�

文化村前文化村前�文化村前�



４月１日から雇用保険料率が変更され�
1,000分の２引き上げられます�

�

　平成17年４月１日から雇用保険料率が原則の保険料率にもどり、1,000分の19.5（農林水産業

及び清酒製造業については1,000分の21.5、建設業については、1,000分の22.5）となります。労

働保険の保険料の徴収等に関する法律の附則第９条により、現在の保険料率が平成17年３月31日

までの暫定措置として定められていたためです。�
�

　1,000分の２の引上げ分は、事業主の方、被保険者の方、それぞれ1,000分の１ずつ

の負担となります。又、被保険者の方が負担すべき雇用保険料額を定める「一般保険

料額表」は廃止になりましたので、事業主の方におかれましては、給与から控除する

際には十分にご注意下さい。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

注１　平成17年３月31日で雇用保険の一般保険料額表が廃止されました。平成17年４月１日以降の被保険

　　　者が負担すべき一般保険料の額は、賃金総額に被保険者負担分の保険料率を乗じて得た額となります。�

注２　労働保険年度更新申告書の平成17年度概算保険料算定内訳の雇用保険率は変更後の料率で印書されて

　　　います。�
�

詳しくは青森労働局、又はお近くの労働基準監督署・公共職業安定所（ハローワーク）にお尋ね下さい。�
�

問合せ先　青森労働局　労働保険徴収室　☎０１７－７３４－４１４５�

変 更 の 内 容 �

（27）�

1�

2�

3

事業の種類�

一般の事業�

〔下記2及び3以外の事業〕�

農林水産の事業及び清酒製造の事業�

〔但し、牛馬育成、酪農、養鶏又は養豚、内

水面養殖、園芸サービスの事業は一般事業と

なります〕�

建設の事業�

〔土木、建築その他工作物の建設、改造、保

存、修理、変更、破壊若しくは解体又はその

準備の事業〕�

変更前�

17.5／1,000�

19.5／1,000�

20.5／1,000

変更後�

19.5／1,000�

21.5／1,000�

22.5／1,000

事 業 主 �

被保険者�

10.5�
1,000�

7.0�
1,000

事 業 主 �

被保険者�

11.5�
1,000�

8.0�
1,000

事 業 主 �

被保険者�

12.5�
1,000�

8.0�
1,000

事 業 主 �

被保険者�

11.5�
1,000�

8.0�
1,000

事 業 主 �

被保険者�

12.5�
1,000�

9.0�
1,000

事 業 主 �

被保険者�

13.5�
1,000�

9.0�
1,000



������

善

意

�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

�

　
七
戸
中
学
校
は
３
月
１０
日
、
昨

年
７
月
に
実
施
し
た
「
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
」
の
益
金
の
一
部
を

町
に
寄
付
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
実
行

委
員
長
の
大
池
聡
君
（
３
年
）
と

副
委
員
長
の
山
本
譲
君
（
３
年
）

が
町
長
室
を
訪
問
し
、
益
金
の
一

部
を
福
士
町
長
に
「
町
の
福
祉
に

役
立
て
て
下
さ
い
。
」
と
手
渡
し

ま
し
た
。�

���������������

　
福
士
町
長
は
「
大
変
あ
り
が
た

い
。
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使

わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。�

��

公
共
下
水
道
の
供
用
・�

処

理

開

始

に

つ

い

て�
�

　
町
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

の
た
め
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。�

　
平
成
１７
年
４
月
か
ら
、
新
た
に

次
の
地
区
が
公
共
下
水
道
の
供
用

及
び
下
水
の
処
理
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
七
戸
処
理
区
「
字
七
戸

の
一
部
・
字
上
町
野
の
一
部
・
字

天
王
の
一
部
・
字
東
上
川
原
の
一

部
・
字
西
上
川
原
の
一
部
」
、
天

間
林
処
理
区
「
字
向
中
野
川
向
の

一
部
・
字
道
ノ
上
の
一
部
」
（
平

成
１６
年
度
中
に
工
事
を
施
工
し
た

地
区
に
な
り
ま
す
。
）�

　
供
用
開
始
さ
れ
た
地
区
で
は
、�

ト
イ
レ
、
台
所
、
風
呂
場
等
の
汚

水
を
下
水
道
に
流
す
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
排
水
設
備

工
事
を
行
い
公
共
マ
ス
へ
の
速
や

か
な
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
排
水
設
備
工
事
は
適
切
な
施
工

を
必
要
と
す
る
た
め
、
町
が
指
定

し
た
排
水
設
備
工
事
業
者
で
行
っ

て
下
さ
い
。�

　
尚
、
供
用
開
始
後
３
年
以
内
に

公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
た
方
に

は
加
入
促
進
奨
励
金
と
し
て
６
万

円
交
付
し
ま
す
。
（
交
付
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
下

水
道
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。
）

平
成
１５
年
度
供
用
開
始
地
区
に
つ

い
て
は
、
平
成
１８
年
３
月
３１
日
で

加
入
促
進
奨
励
金
の
対
象
期
間
が

過
ぎ
ま
す
の
で
、
早
め
に
排
水
設

備
工
事
を
行
い
ま
し
ょ
う
。�

問
合
せ
先
　
下
水
道
課�

☎ 

◯６２ 

６
２
４
２�

��

公

立

七

戸

病

院

か

ら�
�

　
当
院
の
産
婦
人
科
で
は
、
平
成

１７
年
４
月
１
日
か
ら
全
面
予
約
制

と
な
り
ま
す
。�

　
診
察
を
ご
希
望
の
方
は
、
産
婦

人
科
外
来
で
診
察
日
時
を
電
話
予

約
後
、
来
院
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

　
電
話
予
約
受
付
は
、
平
日
の
１３

時
３０
分
か
ら
１６
時
３０
分
ま
で
と
い

た
し
ま
す
。�

　
再
来
の
患
者
様
は
、
従
来
通
り

の
予
約
に
な
り
ま
す
。
新
患
再
来

に
限
ら
ず
、
予
約
を
し
て
い
な
い

場
合
は
当
日
の
診
察
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。�

　
尚
、
急
患
に
限
り
こ
れ
ま
で
通

り
、
予
約
外
で
も
診
察
を
い
た
し

ま
す
。�

問
合
せ
先�

　
公
立
七
戸
病
院
産
婦
人
科
外
来�

☎ 

◯６２ 

２
１
０
５
（
内
線
２１８
）�

��

社

会

生

活

課

か

ら

�
�

　
児
童
虐
待
等
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
は
七
戸
児
童
相
談

所
で
受
付
し
対
応
し
て
い
ま
し
た

が
、
児
童
虐
待
相
談
件
数
の
急
増

や
育
児
不
安
な
ど
身
近
な
子
育
て

相
談
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
住
民
に
身
近
な
町
で
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
町
で
は
専
門
の
委
員
会
を
設
置

し
て
虐
待
の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
を
中
心
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
ま
た

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。�

問
合
せ
先
　
社
会
生
活
課�

☎ 

◯６８ 

２
１
１
４�

��

児

童

手

当

制

度

�
�

　
児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る
生

活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質

の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

◆
支
給
対
象�

　
児
童
手
当
は
、
９
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
（
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前

の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。�

◆
児
童
手
当
の
額�

　
児
童
手
当
の
額
は
、
第
１
子
及

び
第
２
子
は
月
額
５
千
円
、
第
３

子
以
降
は
一
人
に
つ
き
月
額
１
万

円
で
す
。�

◆
手
当
の
支
給�

　
児
童
手
当
は
、
届
け
出
を
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
理
由
が
な
く
な
っ
た
月
の

分
で
終
わ
り
ま
す
。
手
当
は
、
原

則
と
し
て
毎
年
２
月
、
６
月
、
１０

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。�

問
合
せ
先
　
社
会
生
活
課�

☎ 

◯６８ 

２
１
１
４�

��

春

の

火

災

予

防

運

動�
�

期
　
間
　
４
月
１１
日
㈪
〜
１７
日
㈰�

全
国
統
一
標
語�

　
「
火
は
消
し
た
？�

　
　
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て
」�

　
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
住
宅
火

災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。�

　
中
央
消
防
署
で
は
、
期
間
中
に

各
家
庭
の
防
火
診
断
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。�

ご
案
内

ご
案
内�
ご
案
内

ご
案
内�

（28）�



　
お
伺
い
の
際
は
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。�

　
又
、
こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

に
入
り
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。�

　
平
成
１６
年
中
の
旧
４
ヶ
町
村
の

　
火
災
件
数
　
２８
件�

問
合
せ
先
　
公
立
中
央
消
防
署�

☎ 
◯６２ 
３
１
４
１�

��

七

戸

町

チ

ャ

イ

ル

ド�

シ

ー

ト

購

入

費

�

補

助

金

に

つ

い

て

�
�

　
平
成
１２
年
４
月
１
日
か
ら
自
動

車
の
運
転
者
が
６
歳
未
満
の
乳
幼

児
を
乗
車
さ
せ
て
運
転
す
る
際
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
天
間

林
村
で
は
、
天
間
林
村
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
金
交
付
要

綱
を
定
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
し
た
。�

　
新
七
戸
町
に
お
い
て
も
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
乳
児

の
た
め
に
購
入
し
た
方
に
対
し
て
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助

金
を
次
の
通
り
交
付
し
ま
す
。�

『
補
助
対
象
者
』�

１
、
町
内
に
保
護
者
と
子
の
住
所

　
を
有
し
て
い
る
方�

２
、
国
土
交
通
省
の
定
め
る
安
全

　
基
準
に
適
合
し
た
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
を
購
入
さ
れ
た
方
（
国

　
土
交
通
省
の
認
定
マ
ー
ク
が
あ

　
る
も
の
）�

３
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
平

　
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
に
出
生

　
又
は
出
生
予
定
の
方
（
他
市
町

　
村
か
ら
の
転
入
者
含
む
）�

　（
注
）毎
年
、
前
期
（
４
月
１
日

　
　
〜
９
月
３０
日
）
後
期
（
１０
月

　
　
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日
）
と

　
　
２
回
補
助
し
て
お
り
ま
す
の

　
　
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下

　
　
さ
い
。�

『
補
助
金
』�

課

税

世

帯
：�

　
　
　
　
　
購
入
額
の
３
分
の
１�

非
課
税
世
帯
：�

　
　
　
　
　
購
入
額
の
２
分
の
１�

　
１
世
帯
に
つ
き
１
万
円
を
限
度

額
と
し
ま
す
。�

※
旧
天
間
林
村
に
お
い
て
平
成
１７

　
年
３
月
３０
日
ま
で
に
出
生
し
た

　
乳
児
に
対
し
て
は
１
万
５
千
円

　
を
限
度
額
と
す
る
旧
天
間
林
村

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補

　
助
金
交
付
要
綱
を
適
用
し
、
平

　
成
１７
年
３
月
３１
日
以
降
に
関
し

　
て
は
、
新
七
戸
町
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
金
要
綱
を

　
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

『
申
請
手
続
に
必
要
な
も
の
』�

１
、
領
収
書
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　
ト
の
購
入
額
が
わ
か
る
も
の
）�

２
、
国
土
交
通
省
の
認
定
マ
ー
ク

　
が
わ
か
る
も
の
（
取
扱
説
明
書

　
等
）�

３
、
印
鑑�

４
、
保
護
者
名
義
の
振
込
先
口
座

　
番
号
（
郵
便
局
不
可
）�

問
合
せ
先
　
総
務
課
交
通
安
全
係�

☎ 

◯６８ 

２
１
１
１�

��

天
寿
園
ほ
の
ぼ
の
広
場�

�

日
　
　
時
　
４
月
２３
日
㈯�

時
　
　
間
　
９
時
３０
分
〜
１５
時�

内
　
　
容
　
昼
食
は
の
り
巻
き
を

　
作
り
ま
す
。
午
後
は
風
呂
敷
を

　
使
っ
た
巾
着
を
作
り
ま
す
。
健

　
康
維
持
の
為
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
も
行
い
ま
す
。�

参

加

費
　
材
料
費
と
し
て
５００
円

　
当
日
徴
収
致
し
ま
す
。�

申
込
み
期
限
　
４
月
１６
日
㈯�

そ

の

他
　
送
迎
バ
ス
を
運
行
致

　
し
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は

　
合
わ
せ
て
お
申
込
み
下
さ
い
。�

申
込
み
先
　
天
寿
園
在
宅
介
護
支

　
援
セ
ン
タ
ー�

☎ 

◯６８ 

４
８
８
８�

��

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の�

電

話

帳

を

配

達

・

�

回

収

致

し

ま

す
�

�

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、

４
月
中
に
、
順
次
新
し
い
電
話
帳

（
平
成
１７
年
５
月
発
行
）
を
各
家

庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。�

　
そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替

え
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡

し
下
さ
い
。�

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護

と
し
て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
「
電
話

帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

　
尚
、
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を

渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
後
日
改
め

て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
後
記

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
お
届
け
す
る
電

話
帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の
変
更

に
つ
き
ま
し
て
も
、
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。�

問
合
せ
先�

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ�

☎
０
１
２
０
｜
５
０
６
｜
３
０
９�

��

宝

く

じ

助

成

事

業

で�

四
阿
（
あ
ず
ま
や
）
設
置�

���������
　
旧
天
間
林
村
は
宝
く
じ
の
収
益

金
を
も
と
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
健
全
な
発
展
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
助
成
を
受
け
、
四
ヶ
村
地
区
集

会
所
敷
地
に
四
阿
（
あ
ず
ま
や
）

を
設
置
し
ま
し
た
。�

������������������

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

案
内
書
が
送
付
さ
れ
ま
す�

�

　
４
月
上
旬
に
、
平
成
１７
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
納
付
案
内
書
に
は
、
口
座

振
替
納
付
申
出
書
、
１
年
分
の
前

納
納
付
書
、
半
年
分
の
前
納
納
付

書
、
毎
月
の
保
険
料
の
納
付
書
が

添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。�

（29）�



平成17年度試験実施日程�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

※消防設備士試験の　甲特　とは、甲種特類試験です。�
問合せ先　〒030－0861　青森市長島2－1－5みどりやビル４階�
　　　　　　　　　　　　㈶消防試験研究センター青森県支部　☎０１７－７２２－１９０２�

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
が
ち
な

方
や
、
保
険
料
を
毎
月
納
め
る

手
間
が
煩
わ
し
い
と
い
う
方
は
、�

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
や
一
括

し
て
納
め
て
保
険
料
が
割
り
引
き

さ
れ
る
お
得
な
前
納
制
度
を
ご
利

用
下
さ
い
。
保
険
料
は
、
お
近
く

の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
ら
れ

ま
す
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
等
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。�

　
尚
、
４
月
中
旬
に
な
っ
て
も
納

付
案
内
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い

場
合
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。�

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
の
方
に

つ
い
て
は
、
在
学
中
は
、
毎
年
４

月
〜
５
月
末
ま
で
に
学
生
納
付
特

例
の
申
請
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し

ま
し
ょ
う
。�

　
学
生
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
、�

保
険
料
を
後
払
い
で
き
、
特
例
期

間
中
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残�

っ
た
と
き
は
障
害
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
学
生
本
人
の
前
年
の
所

得
が
６８
万
円
以
下
の
場
合
に
承
認

に
な
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と

承
認
さ
れ
な
い
期
間
が
発
生
し
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。�

　
学
生
特
例
制
度
に
よ
っ
て
保
険

料
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

も
保
険
料
の
追
納
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
詳
し
く
は
国
民
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

４
月
の
国
民
年
金
保
険
料�

納
付
相
談
日�

１５
日
㈮
　
１１
時
〜
１５
時�

　
　
　
　
　
　
役
場
２
階
会
議
室�

２０
日
㈬
　
１１
時
〜
１５
時�

　
　
　
　
　
　
柏
葉
館�

問
合
せ
先�

国
民
年
金
係
　
☎ 

◯６８ 

２
１
１
２�

支
所
庶
務
課
　
☎ 

◯６２ 

２
１
１
１�

��
天
間
林
地
区
の
皆
様
へ�

�

き
れ
い
な
地
域
は�

　
　
み
ん
な
の
手
で
！！�

　
　
　
　
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦�

と
　
き
　
４
月
２３
日
㈯�

　
　
　
　
午
前
７
時
頃
開
始�

　
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
は
、「
燃

え
る
ゴ
ミ
」と
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」

の
分
別
収
集
を
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
は
指
定
の

ゴ
ミ
袋
を
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ

て
使
用
し
て
下
さ
い
。�

　
ゴ
ミ
収
集
の
開
始
時
間
や
収
集

場
所
な
ど
は
、
各
地
域
の
支
持
に

従
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
。
家
庭
の

ゴ
ミ
は
絶
対
に
持
ち
込
ま
な
い
で

下
さ
い
。
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し

ま
し
ょ
う
。�

問
合
せ
先�

生
涯
学
習
課
　
☎ 

◯６２ 

９
７
０
２�

（30）�

試 験 別 �

前期第１回�

危険物取扱者試験�

（一般の部）�

前期第２回�

危険物取扱者試験�

（高校生の部）�

後期第１回�

危険物取扱者試験�

（一般の部）�

後期第２回�

危険物取扱者試験�

（高校生の部）�

消防設備士試験�

試験実施日�

　６月１８日㈯�

　６月１９日㈰�

　６月２５日㈯�

　６月２６日㈰�

１１月１２日㈯�

１１月１３日㈰�

１１月２６日㈯�

１１月２７日㈰�

　８月２７日㈯�

　８月２８日㈰

試 験 地 �

弘前市・八戸市�

青森市・十和田市�

弘前市・八戸市�

青森市・十和田市�

むつ市�
※むつ市は一般の部及び高
　校生の部を同時に実施�

弘前市・八戸市�

青森市・十和田市�

弘前市・八戸市�

青森市・十和田市�

むつ市�
※むつ市は一般の部及び高
　校生の部を同時に実施�

八戸市�

青森市�

種別�
甲種�
乙種�
丙種�

甲種�
乙種�
丙種�

乙種�
丙種�

乙種�
丙種�

甲種�
乙種�
丙種�

甲種�
乙種�
丙種�

甲種�
乙種�
丙種�

乙種�
丙種�

乙種�
丙種�
甲種�
乙種�
丙種�

甲種�
乙種�

甲特�
甲種�
乙種�

願書受付期間�

５月６日～５月17日�

９月26日～10月５日�

７月19日～７月28日�



�����

第

１１

回

２

級

ホ

ー

ム�

ヘ

ル

パ

ー

養

成

講

座�
�

期
　
　
間
　
６
月
３
日
㈮
〜�

　
　
　
　
　
７
月
６
日
㈬�

　
全
日
制
の
通
学
講
座
に
よ
り
約

１
ヶ
月
間
に
て
修
了�

応
募
資
格
　
１８
才
以
上
の
健
康
な

　
方
で
男
女
、
経
験
、
学
歴
は
問

　
い
ま
せ
ん
。�

定
　
　
員
　
２４
名�

受
　
　
付
　
随
時
（
定
員
に
な
り

　
次
第
締
切
）�

会
　
　
場
　
三
沢
市
国
際
交
流
教

　
育
セ
ン
タ
ー�

問
合
せ
先
　
楽
晴
会
Ｔ
Ｓ
学
院�

　
（
三
沢
老
人
ホ
ー
ム
内
）�

☎ 

◯５４ 

２
５
３
４�

担
当
　
山
本
・
御
手
洗�

�����������

�

裂

織

教

室

生

徒

�
�

　
裂
織
を
織
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

日
　
　
時
　
５
月
〜
１０
月
の
毎
週

　
　
　
　
　
火
曜
日�

　
　
　
　
　
１０
時
〜
１２
時�

場
　
　
所
　
旧
消
防
署
２
階�

申
込
み
・
問
合
せ
先�

　
小
原
　
☎ 

◯６２ 

３
１
８
２�

�

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
テ
ク
ノ�

�
活

動

日
　
毎
週
水
曜
日�

場
　
　
所
　
南
公
民
館�

時
　
　
間
　
１９
時
〜
２１
時�

内
　
　
容
　
年
齢
制
限
な
し
、
初

　
心
者
・
経
験
者
共
可
、
ブ
ル
ー

　
ス
・
ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ
・
ル
ン

　
バ
・
ジ
ル
バ
・
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
、

　
６
ヶ
月
で
１
コ
ー
ス
を
終
え
る

　
程
度
で
進
め
て
行
き
ま
す
。�

問
合
せ
先�

　
小
倉
　
　
　
☎ 

◯６２ 

２
９
６
８�

　
南
公
民
館
　
☎ 

◯６２ 

２
１
１
８�

善 意 �
�

　町の人材育成に役立てて

ほしいと3月2日、七戸中学

校昭和30年卒業生同期会（秋

山康雄代表）が福士町長を

訪れ、33,000円を寄付いた

しました。�

募
　
集

募
　
集�
募
　
集

募
　
集�

��

戸
籍
の
窓
口
�

�

２
月
１６
日
〜
３
月
１５
日
�

�

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
�

浦
田
　
綺
音
ち
ゃ
ん
　

咲
　
子
さ
ん
　

野
左
掛
�

金
子
　
　
華
ち
ゃ
ん
　

明
　
美
さ
ん
　

荒
熊
内
�

山
口
　
結
衣
ち
ゃ
ん
　

淳
　
子
さ
ん
　

上
屋
田
�

高
村
茉
莉
華
ち
ゃ
ん
　

暁
　
美
さ
ん
　

銀
南
木
�

大
浦
　
蝶
羽
ち
ゃ
ん
　

弘
　
子
さ
ん
　

野
　
続
�

坪
　
　
雪
那
く
　
ん
　

ひ
と
み
さ
ん
　

金
沢
平
�

小
又
　
樹
利
ち
ゃ
ん
　

陽
　
子
さ
ん
　

道
ノ
上
�

�����������������

�◎
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　
野
　
沢
　
孝
　
紀
さ
ん
　

八

戸

市�

　
齊
　
藤
　
聖
　
子
さ
ん
　

海
　
　
内�

　
成
　
田
　
　
　
修
さ
ん
　

塚

長

根�

　
鈴
　
木
　
匡
　
子
さ
ん
　

八

戸

市�

����

●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
�

天
間
は
る
の
さ
ん
　

９２
歳
　
家

ノ

裏�

中
野
リ
サ
ヱ
さ
ん
　

７０
歳
　
栗
ノ
木
沢�

松
下
清
次
郎
さ
ん
　

８１
歳
　
舟
場
向
川
久
保�

坪
　
　
菊
一
さ
ん
　

７６
歳
　
後
　
　
平�

天
間
　
角
治
さ
ん
　

７７
歳
　
小

田

平�

天
間
　
き
ゑ
さ
ん
　

８４
歳
　
小

田

下�

貝
塚
　
フ
ジ
さ
ん
　

８２
歳
　
貝
塚
家
ノ
前�

���������

�

田
嶋
　
し
ゑ
さ
ん
　

８３
歳
　
東

道

添�

長
久
保
タ
カ
さ
ん
　

９５
歳
　
貝
塚
家
ノ
前�

西
野
　
福
弥
さ
ん
　

７４
歳
　
七
　
　
戸�

安
田
　
や
す
さ
ん
　

９１
歳
　
倉
　
　
越�

宮
城
　
　
貢
さ
ん
　

６４
歳
　
七
　
　
戸�

阿
部
　
シ
ゲ
さ
ん
　

９７
歳
　
後

川

原�

中
村
　
つ
る
さ
ん
　

８９
歳
　
中
　
　
村�

小
原
　
貞
志
さ
ん
　

７９
歳
　
十

役

野�

瀬
川
　
定
吉
さ
ん
　

９４
歳
　
銀

南

木�

千
葉
　
與
太
さ
ん
　

９９
歳
　
貝

ノ

口�

浦
田
　
市
助
さ
ん
　

９９
歳
　
野

左

掛�

木
津
重
三
郎
さ
ん
　

９１
歳
　
舘
　
　
野�

石
田
　
義
平
さ
ん
　

７８
歳
　
寺
　
　
裏�

　 

あ
や 

ね�

　
　   

は
な�

　   

ゆ  

い�

ま   

り  

か�

　 

あ
げ 

は�

　 

せ
つ 

な�

　 

じ
ゅ 

り�

（31）�

町の統計�
�
�
平成１７年２月２８日現在�

　 男　　　９，３５０人�

（－　４２）�

　 女　　　９，９１１人�

（－　　２）�

　 計　　１９，２６１人�

（－　４４）�

 世帯数　　６，７３７世帯�

（－　５５）�

（　 ）内は前月比�

�

★交通事故�

　件　　　　数�

１０件（２１件）�

　傷　　　　者�

１２人（２６人）�

　死　　　　者�

０人（　１人）�

★町内の火災�

　建　　　　物�

１件（１件）�

　林野・その他�

０件（０件）�

�

２月２８日現在�

（     ）内は１月からの累計�

～～～～～～～～～～～～～～～～�



●発行日　平成17年４月１日発行　発行者：七戸町企画調整課　〒039－2792 青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940

（この広報は再生紙を使用しています。）�

★バス運休＝コミュニティバス（七戸地区）の運休日です。�

※行事カレンダーは今月で終了いたします。毎月の行事は『生涯学習カレンダー』でご確認下さい。�

日�
16�
17�
�
18�
�

19�

20�
21�
�

22�
�

23�
24�

25�

26�
�
27�
�
�

28�
�
�
29�

30�
�
�
1�

2�
�
3�
�
4�
�
5�

6�
7�
8�

9�

10�

11�
�

12�
�
�

13�
�

14�
15

曜日�
土�
日�
�
月�
�

火�

水�
木�
�

金�
�

土�
日�

月�

火�
�
水�
�
�

木�
�
�
金�

土�
�
�
日�

月�
�
火�
�
水�
�
木�

金�
土�
日�

月�

火�

水�
�

木�
�
�

金�
�

土�
日�

４・５月の行事カレンダー�
４月�

５月�

催 　 し 　 物 �
�
�
一般健康相談�
にこやか健康相談�

バス運休�
精神保健相談�
榎林中学校参観日�
�
にこやか健康相談�
高齢者健康相談�
難病相談�
東小学校参観日�
（PTA小中合同歓迎会）�
�
�
にこやか健康相談�

バス運休�
骨髄バンク受付日�
げんき会�
（転倒骨折予防教室）�
エイズ相談�
乳幼児相談�
１歳6ヶ月児健康相談�
老人精神保健相談�
七戸小学校参観日�
みどりの日�

バス運休�
�
�
�
�
にこやか健康相談�

バス運休�
憲法記念日�

バス運休�
国民の休日�

バス運休�
子どもの日�

バス運休�
�
�
�
にこやか健康相談�

バス運休�
高齢者健康相談�
げんき会�
（転倒骨折予防教室）�
１歳児健康相談�
６ヶ月児健康相談�
にこやか健康相談�
３ヶ月児健康診査�
�
ウォーキング�
高齢者健康相談�
榎林中学校運動会�

場 　 　 所 �
�
�
保健センター�
天間林老人福祉センター�
�
上十三保健所�
榎 林 中 学 校 �
�
天間林老人福祉センター�
ゆうずらんど�
上十三保健所�
東 小 学 校 �
�
�
�
天間林老人福祉センター�
�
上十三保健所�
保健センター�
�
上十三保健所�
天間林保健センター�
天間林保健センター�
上十三保健所�
七 戸 小 学 校 �
�
�
�
�
�
�
天間林老人福祉センター�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
天間林老人福祉センター�
�
ゆうずらんど�
保健センター�
�
七戸保健センター�
七戸保健センター�
天間林老人福祉センター�
公立七戸病院�
�
七戸保健センター�
ゆうずらんど�
榎 林 中 学 校 �

受付時間等�
�
�

  9:00～10:00�
  9:00～12:00�

�
13:00～14:00�
13:00～       �

�
  9:00～12:00�
  8:45～11:00�
  9:30～15:00�
14:00～       �

�
�
�

  9:00～12:00�
�

10:00～11:00�
  9:30～  9:45�

�
13:00～14:00�
  9:30～  9:45�

�
13:00～14:00�
13:30～       �

�
�
�
�
�
�

  9:00～12:00�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

  9:00～12:00�
�

  8:45～11:00�
  9:30～  9:45�

�
  9:30～10:00�
12:30～12:50�
  9:00～12:00�
12:50～13:00�

�
�

  8:45～11:00�
  9:00～       

対 象 等 �
�
�
一般の方�
高齢者�
�
精神・神経・飲酒等の相談�
�
�
高齢者�
高齢者�
難病患者・家族等�
�
�
�
�
高齢者�
�
骨髄バンク登録希望者�
げんき会会員�
�
一般の方�
平成16年4月・9月生まれ�
�
痴呆老人、家族等�
�
�
�
�
�
�
�
高齢者�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
高齢者�
�
高齢者�
げんき会会員�
�
平成16年4月～5月生まれ�
平成16年10月～11月生まれ�
高齢者�
3ヶ月半～4ヶ月半の乳児�
（股関節X線撮影は自己負担）�
町民�
高齢者�

�
�
�
七戸保健センター�
天間林老人福祉センター�
�
上十三保健所�
榎 林 中 学 校 �
�
天間林老人福祉センター�
七戸保健センター�
上十三保健所�
東 小 学 校 �
�
�
�
天間林老人福祉センター�
�
上十三保健所�
七戸保健センター�
�
上十三保健所�
天間林保健センター�
天間林保健センター�
上十三保健所�
七 戸 小 学 校 �
�
�
�
�
�
�
天間林老人福祉センター�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
天間林老人福祉センター�
�
七戸保健センター�
七戸保健センター�
�
七戸保健センター�
七戸保健センター�
天間林老人福祉センター�
七戸保健センター�
�
七戸保健センター�
七戸保健センター�
榎 林 中 学 校 �

�
�
�

62－4414�
68－4631�

�
23－4261�
68－3113�

�
68－4631�
62－4414�
23－4261�
68－3114�

�
�
�

68－4631�
�

23－4261�
62－4414�

�
23－4261�
68－4681�
68－4681�
23－4261�
62－2602�

�
�
�
�
�
�

68－4631�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

68－4631�
�

62－4414�
62－4414�

�
62－4414�
62－4414�
68－4631�
62－4414�

�
62－4414�
62－4414�
68－3113

問 合 せ 先 �


